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1　前 書

　ここに微化石層位学的研究の対象として取上げたものは，中国地方三次・庄原・新見・

津山および近畿地方奈良の諸盆地内分布の薪生代地層，中新世海成地層群，である・中国

地方におけるこれまでの新生界研究史を展望してみると，19世紀末葉，20万分の1の大塚
　ユの　　　　　　　　　　　　　　　ゆラ

専一による岡山，鈴木　敏による浜田両図幅調査によって，その大要が報告されたが不明
　　　　　　　　　　　　　　　　14）
な点が多くあった。1928年，小倉　勉の7万5千分の1庄原図幅調査によって庄原盆地か

らVicαryαcαllosα産出が報告され，中新統の存在が確認されるにおよび，ここに中国山脈

南麓に点々分布する諸盆地内の新生代地層群にっいてようやく研究者の注目するところと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27）
なったのである。その結果は，特に竹山俊雄（1930）の津山盆地の研究，矢部長克・馬淵精
　　　　23）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17，

一 （1934）の高山市からのMiogypsinαkotoiの発見および大塚彌之助（1938）の庄原盆地

の層序学的・古生物学的研究などの顕著な業蹟となって現われたのである。特に上記大塚

彌之助はその庄原貝類化石群の研究からその時代を中新世中期のものとし，浅い内海や溺

谷のような堆積環境をもつ温暖な多島海の海域を想定したことは周知の通りである。かっ
　　　　　　　　　11）　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
て，棋山次郎（1939）によってえがかれた本邦薪第三紀古地理図によれば，中国地方のこれ．

らの地域は中新世大井川期生成として表現されている。一方，濃尾・近畿地方の新生代地

層は戸狩期生成のものとして取扱われているカミ，その後多数の研究者によって，幾多の優れ

　　ののユらナ

た論述が特に戦後飛躍的に加えられ，今日精度の高い段階にまで到達していることは注目

すべきであろう。中国地方については，戦後1950年にいたり，今村外治と筆者とによって

　＊本論文は1956年12Et　9日の日本地質学会西日本支部例会での講演・x微化石群からみた瀬戸内新

　　生界一三次・庄原・新見・津山および奈良盆地について一ヤの内容の詳報である9
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）
　　　　広島県北部の新生界の概要が報告され，つづいて三好　徹・彌吉　久（1951）による三次

　　　　盆地の発表があり，それ以後専ら広島大学関係者が研究を広範に進め，分布・層序・火成

　　　　活動・構造および古生物などについての分野は著しく開拓された。1953年にいたり，今村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　外治はこれらに関する資料を一応纏めて発表した。現在までに得られた結果の2・3を

　　　　述べると，まず，薪第三紀層の分布範囲および岩相層序による区分が確立されたこと，

　　　　Vicαryα，　Miegγpsina，　Operculinα，　LiguidambαrおよびMetaseguoiaなどの新産地が追加

　　　　され，産出層準が明らかになったこと，などに伴って今村によって発見され，船佐衝上お

　　　　よび山内衝上と命名された洪積世形成の造構史上の新事実などがあげられる。

　　　　　岩相層序については，これまで度k報告されたが，大要を述べると，非海成層，塩町累

　　　　層にはじまり軽微な平行不整合関係でその上位に海成層，備北層群が累重する。これらの
　　　　　　　　　　　　　　

t

　　　　全層厚は100m．前後の比較的薄い地層群であり，標高150m．から800m．前後の基盤岩上

　　　　に水平または緩傾斜構造をもって分布する。・塩町累層は極めて分布の限られた不顕著なも

　　　　ので，亜炭・疑灰岩を挾む粗粒堆積物であり，三次盆地塩町近傍からは池沼性低湿地環境

　　　　を推定させる植物化石，7毎Pαγo肋ヅαzπαe，T・cf・boreαZisおよびAlelumbo　unciferαの

　・　　ほかにMetasegωoiαノαponicαおよびLiguidαmbαr　formOSαnαを産する。他方，備北層群

　　　　は，いわゆる植月海浸期生成になると考えられる海成層で，下部砂岩層から上部頁岩層に

　　　　一連に累重する比較的安定した地質系統のものである。中国山脈南麓に点々する三次・庄

　　　　原・東城・新見・勝山および津山などの諸盆地毎に断続して知られる海成地層群はほぼこ

　　　　の備北層群相当層群と老えられる。MtogypstRa　kotoi，　Operculinαconeplαnqtαノαponicα，

　　　　D・sinia　sωket・ensSS，　Si・αt・・iα・si・at・riemsiS，　Vicαrorα　CαZl・Sα，　B・tiZlαnia・tαteiwai，　B・　yαmanant，

　　　　TurritellαkiiensisおよびAstrtcL［ypeus　mαnniiなどの重要大形化石はすべて備北層群下部

　　　　層準，下部砂岩層，中に産出する。これまでこのような著名な化石産出が，あまりにも強

　　　　調されて報告されてきたために，瀬戸内西部新生代地層はあたかもζれらの含化石砂岩層

　　　　のみで，そのすべてを代表されているかのような印象を与えているが，実は小型有孔虫化

　　　　石研究の立場からは，これに引続く上部頁岩層こそが，最も重視されるべき存在なのであ

　　　　る。大形貝化石もAcilαS“bmirαbilis，　PrOPCαinmssium　cf．　tαteiwaiおよびその他の種の極

　　　　めて低頻度産出であって，このことも微化石研究の要求される1因ともなってい’る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　　　　　小型有孔虫化石研究については，ごく最近からであり，村田茂雄（1952）によって三次・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おラ
　　　　津山両盆地産出種について若干の概要報告が行われたが，1953年筆者は庄原盆弛のものに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23）
　　　　ついて，その堆積相と群集組成との関連を論じた。っいで1954年には津山盆地の群集を取
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）

　　　　扱い庄原盆地めものと極めて関連の深い点に言及し，．さらに，浅野　清（1953）によって

　　　　’明らかにされた北陸能登中新統のfficαrγα・MtogypsiηαおよびOperculinα層準に引続く
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上位の漂泥岩相中から識別された微化石群集にこの津山群集が極めて類似するこ2を発見

したのである。かくして瀬戸内地域とグリ・一・yタフ地域との化石層位攣的対比の可能性に

っいて希望が得られ，小型有孔虫化石研究が非常に価値ある分野であることを見出したの

である。他方，1954年前後にはすでに以前から始められていた山陰グリー一γタフ地域の研

究がかなりの精度にまで到達し，それらの野外調査の発展に伴って筆者が行っていた微化

石研究結果から，全くこの庄原・：津山群集と酷似する群集組成をもつ海成地層群を見出し

得たことから，ここに由陰グlj一γタフ地域との対比に一段の期待を得たわけである。そ
　　　　　　　　　　　ふラほのあラ
の概要はすでに筆者が発表したように，申国地方新生界の微化石層位区分単位として以

下の5段階を識別し得る段階に到達したり下位から　1）Miogypstnαkotoi　一　Operculinα

complαmuα　ノαponic（e　Zonule，　　　2）　bigenonodosαriα　scαZaris　5（z8αηz6¢1z56s＊－Uvigerina

crαrssicostαtce　Z（mu｝e，　　3）　Cyclαnsminα　SPP・一一一　HapLepんzα9MOide＄SPP・Zon　Ule　（PF帯），

4＞Uv　；geriua　suabperegriua　一一一　Epistepa’zeglαρ認6加Z亀ZonUleおよび5）NDnign　pacijicum

－
Ro’αZ∫αcf．　beccαrii　Zonuleである。そして中国地方瀬戸内分布の単位は下半部1）か

ら2）Zonule＊＊までであろうと予想してきたのである。本報告はこれらのZonule内容

のその後における再検討ならびにF鍬騰le系列の比較による盆地相互の対比についての詳

報である。この報告内容が古瀬戸内群集の特質のみならず，グリ・・一　yタフ地域との対比，

もしくは瀬戸内地質区から山陰地質区への地史学的変遷過程など，の解明への1基礎資料

となることを希望している。なお，以下西から東ぺと三次。庄原・薪見。津山および奈良

の順で論述するが，庄原および津山のものにっいては，すでに報告しているので略報にと

どめ，他のものについて詳述する。また特に，奈良盆地のものについては，いささか中国

地方諸盆地に共通する特徴海成相と異った様相のものから由来しているので，すでに詳細
　　　　　　　　　　　　　　　！0）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8｝9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18）　　　　　　　　　弔

に報告されている棋山次郎（1931），粉川舞召平（1955）および坂本　亨（1955）の資料を基

礎にして，筆者の観察をも加え奈良盆地の項で述べるD　　　　　　’　t

　本稿を草するに当っては，広島大学今村外治教授・迎三千寿助教授をはじめ山陰グリ…－

yタフ研究関係の方々および広島大学理学部地学教室所属の職員・学生の方々から数多く

の御教示と御激励とを得た。また奈良盆地の研究にさいしては，京都大学粉川昭平氏から

現地での御懇切な御教示その他宿泊の御便宜を賜わった。なおまた，御影高校西脇正巳氏，

＊　25）26）の拙論ではla8eagKodθ＄eria　5calaris　sagaMiexsisとしてきたのであるが，その後資

　　料が豊富に整うにつれて，再検討した結果，L．伽’副5とするのが妥当とみられるので以下本

　交申ではこのように表現する。

＊＊同じく25）26）中では山陽側では2）Zonuleまでと予想したのであるが，ここに3）Zonule

　　が見出され，確認されたのである。このことはその後の新知見であって，この内容が以下本文

　　中の論述の1部となっている。
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広島ノく学羽原1凌ヨ∫・橋本　淳両氏からは有イL虫化石処理について特別に種々毛伝っていた

だいた。以Eこれらの方々に対して，謹んで御礼申し上げる次第である。なお，本研究に

ば交部省科学研究費の1部を使用した。ここに併せて当局に対しても謝意を兼する．

II　三次盆地の微化石群集

　（1）地　質　概　要

　前書の項で若干触れ

たように三次盆地周辺

の地質については，す

でに1951年三好　徹・
　　　　ユの
彌吉　久の報告があり，

それ以後の資料をも含
6
）

めて1953年今村外治に

ょって纏められた。閃

緑岩・流紋岩・班岩・

石英斑岩・花嵩斑岩お

よび花崩岩などを基盤

岩類として非海成層塩

町累層から始まるが，

これは塩町周辺にごく

分布が限られており，

礫岩・砂岩主構成の粗

粒堆積物であり，1～

3枚の褐炭の薄層を挾

在する。産出植物化石

については前述した特

16aEi2di］lkl　　°m・・

　　　　　　Fig．1．　Map　Showing　the　Localities．

徴種のほ．かにPim．ts　sp．，　QZt，r・1’（t？s’s　sp，，ノ1（℃r　d。　po砂mっ1・pl・llLm，およびFi．Ci｛，s　ti，Zi、（／t‘ヅで）Zi（1ナ皇ど

がある。その上位に平行不整合関係で累重する砂岩・頁岩構成のものが備北層群であり，

広範な分布を占め，東方の庄原盆地のものに連続する。この三次盆地の微化石群を代表さ

せた地点は盆地東縁部国鉄八次駅から東方約1．5km．隔てた小原の道路の崖（Fig．1参

照）であるDここでは花崩斑岩構成の基盤岩に備北層群が接し，Oper（’u，lina（・OMPZa17ala
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ノαPonicαその他海棲貝化石を豊富に含む下部砂岩層（層厚約30m・±）と微化石豊産の上

部頁岩層（層厚約50m．＋）が走向・傾斜N75cE，　N10°程度で北方に連続する。盆地北縁

では洪積世形成と推定されている高位礫層に被われ，北限は山内衝上線の延長とみられる

境界で基盤岩花嵩斑岩と接する。なお，山家（Fig．1参照）’の下部砂岩層中から保存良好

　　　　　　　　　　　　　のな海棲化石を産し，今村外治は次のものを報告し七いる。すなわち，Ostreαgrαvitesta，0・

・p．，A・ed・・ααbdita，　Lu・ina　y・kay…zai，　L．　sp．，0・i’ai・・n・p・，」・・n・i・i・Lt・彦・吻・mai・

D・sinia　suket・ensis，　D．　sp．，　Chioire・p．，　ClementiαpapOr・αceα，　P・・t・thαcα・f・tαteiwai・

CycZina　tαkeγαm・i，　Si・αt・liα・・ir・t・riel・sis，　S・len　sp．，　Sα1・9・i・・Z・・iα　min・e酪，　Z・・‘α醜1砿

T・llinα（M…eel・）・p．，　Mac・mα・p．，　Mya・p．，伽Z卿（NipP・…m・・磁）・p・，　Vi・aryelZ・

αua’SUM，　VicarOrαcαllosα，　Conus　sp．，　Afli　｝zoLiαsp．，1）elztαZiuM　sp・，　Balctnus　sp・およびlsurus

ltαstαZisなどである。

　（2）群　集　組　成　　　　　　　　　　　　こ

　資料はFig．2地質柱状図で示すように備北層群下部砂岩層から上部頁岩層にいたる層

厚約60in．の間が選ばれており，17の層準から得られたものである。これらを各k粉砕して

200g．を取り，115メッシュ節上で水洗し，乾燥後の資料から個体数200個になるまで資料

を追加して無作為に選出した。Table　1はかくして得られた各層準の個体を鑑別整理し，

下位層準がら上位層準へと，各柱に種別に個体数が与えられている。以下解説はこの

Table　iおよびこれから導かれたTable　2・11によっている。

　全種数は113，うち決定種82，未決定種31であり，これらは16科44属に分類される。全層準

を通覧すると，R・b・1・・，　M・・ginuZinα，　D・nt・li・a，　N・（・1・・α・i・，　ing・n・nedosαria，　Z・ginulina

およびLα8ε磁諸属主構成の’　Lagen　idae科のものが最優占しており，他にMartinottieZlα，

ELLipsonodosαriα，　EponidεS，　Rotαliαおよび（】ibicides属に入るものが優勢である。これら

優勢諸属および他の特徴属の各層準における消長から属の単位での4段階のFaunuleの識

別が可能であるっすなわち，1から3層準までを含むOperculinα一Rotαliα一Nonion　Fau・

nule，4から6層準までのRobulus　一　RotaZiα一EZIipsonodosαriαFaunule，7から12層準

までの．RobμZ鵬一1脆r‘ε1zoπ‘eZZα一正血pZoP乃rα8ηzo∫4εs－」ゆoη∫♂e5　Faunuleおよび13から

17層準までのiltfartinottieZlα　Faunuleである。最前者Faunuleは備北層群下部砂岩層に属

し，後3者は上部頁岩層に属する。Oρercutinde　‘L－　Rolralia，一一一IVonion　Faunuleについては・

種・個体数共少く，浮游性有孔虫化石を伴っていないという特色がある。RotαZia属では

R．inflataが最優勢であり，ついでR．　takαnαbensisが著しい。　R．　cf．　beccαriiおよびR．

6061だg諭酪は個体数は少いが，4層準以上には出現せずこのFaunuleに出現が限られて

いることに注意すべきであろう。またOpercuZinαco〃ゐμωz伽ブαρα批αを含む層準はここ



ノ

6 多　　井　　義　　郎

では3層準上下の厚さ1．6m．の砂岩・頁岩部層に限られており，これは下部砂岩層最上限

に当っていることにも注目すべきであろう。このOρerculinαと共産する顕著な小型有孔

虫化石はここでは3層準のものであり，Gaudryinαislakiensis，　RobuZus　sp・，、　Nonionノαpo・

nicum，　Rotαlia　injflatα，　R・takαiUαbensis，　R・　tocltigiensisおよびCibiciaes　pserdoungeriαnus

などがあげられる・なお・この採集地点から離れた近接地点にMiogYpSiuα　kotoiを産する

が，沖積層で隔てられているので厳密な層準は決定できないが，，このQρerCZLEinα産出層

準よりは下位の下部砂岩層中であることは事実である。次のRo6π伽一Ro6α伽一EZ伽SO°

ηodosα磁Faunuleでは種・個体数が著しく激増し，石灰質有孔虫を主内容とし，砂質を若

干伴い，GlobigerinαbulZoidesを主構成とする浮游性有孔虫を出現せしめるという特色が

ある。Ro6蜘s属では破損された個体が多いために未決定種が多いがR．　lucidusが最豊産

種である。Rotalia属ではR．　inflatαおよびR．　tαkanαbensisが3層準から引続き優勢であ

る・EtlipsonodOSαriα属ではE．　ZepiduLαが最優占する。他にMartinottieZlαcomMunisを

若干伴うが，このFaunuleからはRobuZusをはじめMarginuZinα，1）entaZinα，　Nodosahα，

lagenonodosαriα，7＠π勘Z‘7zαおよびLαgenα諸属内容のLagenidae科が最優勢となって

くる。この傾向は次の上位のFaunuleまで続く。Cibicidをs属も　C・lobatulusおよび

C・pse「doωngeriαnusで占められ前述の下位のFaunuleに引続いて優勢である。次の

Robulus－・ルfartinottieLIα　一　HapLophrαgmoides　－Eponides　Faunuleになると組成の様相も

変化し；Bαthysipbon，　HapLophrα9moides，　CYcZαMMinαおよびMartinottieZlαなどの砂質有

孔虫の激増が認められる。このことがこのFaunuleの特質である。7層準では石灰質有孔

虫が出現せず砂質で全部占められているが，その他の層準ではやはりLagenidae科のもの

が最優勢であり，石灰質有孔虫は全個体数の70％以上を占めている。優勢種としては，

B磁1騨ph・n・p．　Hαpl・ph・αgm・ides　sp．，　Mαrtin・ttieLlα　c・m配廊s，　R・b蜘s　Zuc励s，　E伽s・・

η0403απαlepidulα，　Eponidles　umbonatωSおよびCibicidθS　pseuaOungeriαnπSをあげること

ができる。次の13から17層準にいたる間は無化石帯とも呼ばれ得るものであるが，僅かに

15層準においてMattinottiθZZαCOMMeCltisを出している点を強くみて一応Martinottiellα

Faunuleとして識別しておく。

　いま再度，優勢属について，全層準にわたる増減傾向を通覧してみると，Gαudryinα，

Citttulinα，　Nonion，1Vo厩oπeZZα，　RotaZiαおよびPlαnuZinαなどの諸属に入るものは下位層

準から上位層準へと減少傾向を示しており，他方これに反して，Bα碗γs∫舜oη，　HapLophra－－

gm・ides，　CγcZαm廟α，　Ma・tin・ttielZα，　la・gen・n・a・sαriα，　Lαgenα，　Ep・nides，．　Cassid・linαお

よびCi　bicidesなどの諸属は増加傾向を示しており，これらの組成変化からごく大まかに

環境推定を行うと，Opereulinαを含む下部砂岩層から上部頁岩層へと徐々に行われた海況
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　　　　　　　　　　　　　　ご　　　　　　　　　　　　　　　　　も

の増深化傾向が察知され得るのであり，この三次盆地の備北層群がいわゆる海浸期に生成

された堆積物としてよく，littOralからOuter・neritiC程度の海況下に堆積されたものとみ

なし得るであろう。　　　　　　　　　’

　筆者の中目地方微化石層位区分単位からながめると，上記した．QPerculi，iα　“一　Rotalia　－

Nonion　Faunul．eはMiogyρsiiur　kotoi－Oρeremliua　complαrzatαノaponicαZonuleセこ，　Robulus

一　R・t・li・一磁εP…ψ・α・εα　F・unul・とR・b・Lu・一砿・・伽・翻Z・二H・plophr・gm・id・・一

Ep・nta・・　F・unul・の両者はL・g・n・n・c・1・・磁・c・Z傭一砺68吻α・醐・・st・ta　Z・n・1・に・

MartinottiL，llαFaunuleはCγclantmiria　spP・一一HapLophra　gmoi（les　spP・Zonule　（PF帯）に

所属するものと考えられる。かくしてここでの備北層群下部砂岩層と上部頁岩層とゐ区分

境界はZonule区分境界と一致し，上部頁岩層はZonule区分からは2分，　Faunuleから

は3分され得るわけである◇　　　　　　、

　　　　　　　　　　Table　l

Distribution　of　Miyoshi　ForaminifeSa

Rhizamminidae：

　βath，’3iphon　sp．　indet．．．．．．．。，．．．．

Lituolidae：

HaPIOPhragmeides　sp．1ndet．＿．

HapiOPhrag〃20漉5？sp．　indet．＿

tw，M・う酬漉3・p．・indet＿＿＿．

　（ryel⑳nmina劾ごノ5召（STACH　E）．．＿．

　（）ycla銘護惣ξ癩　c　f．　incis9　（STACII　E）

　（）ycla〃lmina　c｛．ノ’bPonica　ASANO

Cツcl⑳雑励laμ’silla　BRAny＿＿＿．

Cycl〃n〃1伽sp．三ndet。＿＿＿。．．
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Vemeuilinidae：

Verneuilina　sp．＿＿．＿＿＿∴＿．．．

Gaμ4ry歪na（Psettd「oga多‘dryina）

　　　’shikiens’3　ASANO…………・…・・

Valvulinidae：

Plectina　nipponica　ASANO＿．＿．．

P1θ6物・p・三nd・t．＿．．＿＿＿＿．

　　GoUse〃a　scheneki　ASANO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　o　　o　　●　　●　　■　　■　　■　　o　　■　　o　　●

ハfaγtiva｝髭量e灘α commrmis
　　　　（D’ORBiGNy）’……’°・一………

Schenchiella紗ic£oγieηs｝s

　　　　（CUSHMAN）　”°°’…∵・°°°’”°……

Miliolidae：

　Sig〃20i〃na；〃2a〃2〃rai　TAI．．．．．．＿

　Sig〃20〃伽sc〃〃〃2berger；
　　　SILVESTRI　・’…・………・…………

Trochamminidae：

Trocham〃2ina　sp、　indetL．：：鱒：．．．．．．

Lagen三dae：

RobulttS　c　f．「ascmoi　TA　KAYA　

NAGI・

Robulus　iotμs　（CUSHMAN）．．．＿．．．‘

Rob〃1〃3／avana　simplex（KOCH）

RobulUS　iucidUS（CUSHMAN）．．＿．

R・∂〃1〃5”’々伽瑠5’5（SCHWAGER）

Robultis　notoensis　AR．　

ANO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　●　　■　　・　　●　　●　　●　　o　　●　　9　　9　　●

RobZtl㍑s　C｛三．　Oγb董CZtlaγis

　　（D’ORBIGMe）’……°…………・

Roわ蜘S　d．　tangeMS　LERQY＿＿＿

Rob〃lus　yoshitak　iens’3

　　CHIJI＆NA　KASEKO”°°°”°°°°’°°°

Rob漁S　d．　Noshitαkiens董S

　　CHIJI＆NAKAsEKo……………
Robttl〃s　sp．　indet．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

ハ4aγginttlina　aculeata

　　NEUGEBOREN………・・…・………

ハ4arginulina　c　

f．9励ra
　　D，ORBIGNY・・・…　。・・・・・・・・・・…t．r・’・・・…

Marginul量撮mas駕dai　A　

sムNO＿＿．

1協zプ8わ2z4’na　sp．　indet∴．．．．．．．．．．，

Dρntalina　e〃laciata　REuss．．＿．．．．

Dentalina　insecta（SCHWAGER）．．．
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Dentalina　soluta　AsムNO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　●　　o　　●　　o　　●　　●　　■　　●　　●　　●

　Denta〃na　5〃∂501〃o（CUSHMAN）．．．

1）entalina伽伽〆”’s（SCHwAGER）

　Z）entaliMa’sp．　indet．＿＿＿．＿．．

Noaosar｝α　longiscata　D’ORBIGNY＿

Nodosαγia　neto2ηsis　AsムNO＿＿＿

ハ「odosaria　Py〃la　D’ORBIGNY．．＿，

　ハ70dosnri°a　v〃tebra〃s（BA　TSCH）＿

　ハわ4050飢；a＄P．　三ndet．＿＿＿＿．．．

Lαgemomodqsaria　scatarls
　　　（BATSC耳）　　　　　…°…”…

LagenonodOsaria　scalaris
　　　saga〃2ieMsis　ASANO　　°°’”°’°°’”
　　　　　　　　　　　　～

　Lagenonodo，5aria　sp・indet・……

　Saracenar；a　Sp．　indet．．＿．＿＿＿．

　　レ’aginulina　bradNi　CUSHMAN．．．．．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　Lagena　acuti‘osta　REuss．．．．＿．．＿

Lagena　cf．　aeuticosta　REuss＿＿

Lagena　1・螂（M・NTAGU）………

　Lagena　c　f．　laev’5（MONTAGU）．．．＿

Lageua　Sttlcata　spicata
　　　CUSHMAN　＆　MCCULLOCII°°’’”

Lagena　c　

f．　Stticata 　spicata

　　　CusHMAN＆　】McCuLエccH’°°’°°

　’Lagena　sp．　indet．　．．．．．．．．．．．．．．．．．．

Polymorphinidae：

Guttul葦na歪r・reg〃地プ歪s（D，ORRIGNY）

　Gu〃〃〃na　sp．　indet．　．．，．．．．．．＿．．．

Nonionidae：

　ハTonion／aPon’6〃〃z　ASA　N　O．．．∴．．．．

Nonion　nakosoens2 　ALqA’N　O　．．．。．．．．．

　　ハlon’on　PO〃ψ’〃0；des

　　　（FICHTEI＆MOLL）’…°………°

　　Nonion　sp・　indet，…・…　∵・・・・・・…

Neηioηella　mio‘enica・CusHMAN。．．

　　EIPhidiu〃1　sp．＿＿．．＿9．．＿＿＿．

　　EIPhidi〃〃z　sp．　indet．．．．＿．．．＿＿
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Camerinidae：
OPe　rcul　ina　co搬plαna£α」α♪o鴛lcα

　　　HANzAWA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　・　　，　　●　　・　　・　　，　　●　　0　　9　　・　　●　　・　　・　　●　　●　　り　　■　　●　　●　　●　　曾　　o　　●　　■　　，　　．

Heterohelicidae：
Plecto．frondiCu諺aγiご8」α♪o箕董俄

　　　ASANO＿＿1＿＿∴．＿＿……・・…．

　　Ple4’oゾ始‘”ノ’6〃’bナ；a　sp．　indet、．．．

Bhliminidae：

El‘li，nina　s！7iata　D，ORBIGNY
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g　o　・　●　o　●

Bi｛limina　slriata　n5t◎ensis　ASA　

No
　　Bo〃vin・7〃larginat」〃lasu／o’

　　　ASANO　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　・　　．　　・　　o　　・　　・　　○　　●　　・　　…　　　　　　　　●　　・　　●　　●　　■　　■　　■　　●　　●　　●　　■　　9　　●　　o　　，　　●　　o　　g　　o　　●

Re認sse〃αacu！e2ta　CusHMA　

N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●　●　，　●　7

Uかige／i，ηc嬬ssξごostata　SCHWAGER

　σ”’ge1；n272’”ゴ”la　SCHWAGER．．．。．．

　｛ノz♪’gerin2　sp．　indet．＿＿＿＿．．．

Ellipsoidinidae：

£lliPsonodOS．2ria　jaPon｝CαISmZA　

K1

Etlipsonodosaγia　lepidulq
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EiliPsonedosaγユa　s　

p．．．＿＿＿＿．＿
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　Rerdia　infiata　（SEG｛壇NZA）＿＿

　κρ勧磁罐卿8癖s（1織蒙撚幼＿
RotalTO　　C｛三u　takanabensi＄

　　　（ls田ZA’Ki）＿．＿．9＿＿∴＿＿．．

Rotalia重oc毎9ξe瀬＄UCII！o＿＿＿

　Rota”o　sp・　三ndet．。．．＿，．．．＿。e．∵．

Bag謬ina　n．otoensis　ASA　

NO＿，．．＿

Amphiste艦inidae：

　AMPhiS’昭伽？sp，　indet＿＿＿

Cassidulin玉da¢：

EI　istominella　sp．＿．一＿＿＿＿，

　（）essidsclina　・　luevi　gata

　　　cartnata　CUSH）IA　N　一ら・・…°…・…

ChilostomeHidae：

駕纏溜・sp掘・重，．．．＿＿＿．，

　Spノ？aeノ窟｛kna／a鋤iea　AsムNO．。。．．．

A籍o搬a玉三翁羅ae：

．Planulina’　niPt＞enica　AsA　

Nfi＿＿＿

　P！anul　ina　c　f．　subdepress2　A＄A　N（）

Ptan’〃伽wue〃erstorfi
　　　（Sc王至WA《美£盆）　　　…’…”…

　Planu〃〃4　sp．　indet．．，，，．．．．，．．．．．，

正fanxawaia　72歪」ρρoηゴca　ASA　

IN（）．．，．，，

Hanxaωaia　tagaensis　A　
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　Cibゴeides　lobatulus

　　　（WALKER＆JACOB）…’…°…
　c謝cides　Psendo謝gerfanUS
　　　（CUSHMAN）　　　　　　　　’桐゜°°尊’

Cibirides　SP．　indet．，．．＿＿＿．＿
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　2’、

Distribution　of　the’Dpminant　Genera　of　Miyoshi　Foraminifera

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Numbers；％）
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　　　　　　　　　　　　　In　庄原盆地の微化石群集

こ艸雛微化石群期容についてξま筆者が1％蹴鴎蝉騨部紀籔発表したの

で詳細は省略するが，層準・産幽種および優勢属などについては添付されたTable　3・M

および12を参照されたい◎ただ当時論丈中で引用された地層名が今環では統一されて訂正

されており，また群集変化についてのFaunule区分が吟味されていなかったので以下主

としてどれらに関係した記述を行っておく。上記筆者の論文発表当時は当盆地分布の薪第

三紀層は下部層・中部層および上部層に3分されていたのであるが現在ではこの下部層は

塩町累層，中部層は備北層群下部砂岩層，上部層は同上部頁岩層にそれぞれ相当する。し

たがって資料採集層準AからGまでは備北層群下部砂岩層に，HからJまでは上部頁岩層

に含まれる・Faunule区分を行ってみると，　AからE層準までを含むOpercuZina－Rotalia

一・・Nonion　F　aunu！e，．F。G“両層準を含む　Robzaeu，s－RotaE・iα一一Ellipsonodosαriα・一一Eponides

FaunuleおよびHから」までを含むRobutus－－Martinoitiel・1α一Uvigerina－Eponides－一一Cibi－

cides　Faunuleが識別可能である。上位層準へのRotαliaおよびNonionなどの減少傾

向，HzpLophragmOides，　CYC1αMMtna．およびMartinottiellαなどの砂質有孔虫属の増大傾

向など三次盆地の場合と非常によく類似しているoZonule区分では（）perculiua－Rotα1iα

一
．IV・・9・，・　F・un・leは雌聯舳ん吻5一伽κ・1伽・・m．pl・Tlαt・グ・趨・・Z・nul・に後2

者のFaunuleはIAgegoooclesαria　scaLαris－Ueigeiiua　Cl’（ussicostatαZonuleに含まれるっ

浮游性有孔虫出現のFaunuleもF・G両層準を含む下位から第2のFaunuleからであり，

最下位のFagnvleとは区別されるべきZORule区分の条件を備えている。産出属の出現・

増減傾向などについては，非常に三次盆地の場合と類似するが，大きな相違み1つは当盆

地のZonule区分境界が岩絹層序区分境界に一一ikせず，下部砂岩層中にその境界が引かれ

ることである。しかしFaunule区分からいえぽ，最上位と申位のFaunu｝e境界に備北層

群下部砂岩層と上部頁岩層との境界が引かれ一致するのである。したがってここでは，下

位から2つのFaunu｝eが下部砂岩層中に含まれ，三次盆地の場合のように，ρρerα4‘鵜7・

Rotαtia　－Nonion　Faunuleのみで下部砂岩層が代表される場合とは相違しているわけであ

るo堆積環境としての海況は三次盆地の場合と大差ないものと考えられる。野外における

観察でも上部頁岩層の分布は三次盆地から引つづいて庄原盆地まで連続している。この盆

地付近には現在までのところル伽gγρsε肥kotoiは発見されていない。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　Table　3

Distribution　of　the　Dominant　Genera　of　Sh6bara　Foraminifera

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈Nu曲e繭％）　　　　　　　　　　　，

・「 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、
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IV　新見盆地の微化石群集

（1）地　質　概　要

および新見市より約

6km．南方の哲多町

1°

些幽゜m・
　　　　　　　Fig．3．　Map　Showing　the　Localities．

本郷（旧本郷村）に主分布がある．微化石研究の対象として取上げた地点は後者本郷部落

にある倉木山東側の大椿寺から室山にいたる谷の道路に沿った崖（Fig・3参照）である・・

そこには基底礫岩からはじまる備北層群の好露出がある。この谷の基盤岩類はほぼこの谷

を境にして東側は古生層の石灰岩構成であり，西側倉木山は石英斑岩構成である。この谷

での備北層群が直接している地点での基盤は石灰岩であるが基底礫の大部分は淘汰不良で

亜円礫の石英斑岩の漂礫で構成され，厚さ14m．程度の基底礫岩部層としてまず識別でき

るが，この部層の上位層準になるにしたがって礫質砂岩および暗青色粗粒砂岩の薄層を伴

い，やや淘汰の程度も良好となり，礫の円磨度も高くなるaそして最上位近くでは礫質も

石英斑X・　・花崩岩・半花崩岩・紛岩およびチャートなど・多極となり，径1～2cm・程度の・卜
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円礫で淘汰よく，暗青色砂岩相の部分も増大し屡薄い炭質物葉層を挾在する。次に漸移関

係で上位に厚さ約11m．の暗青色粗粒砂岩優勢の砂岩・碑岩互部層がくるがこれで備北層

群下部砂岩層は終る・この互部層には板状ないし塊状のnoduleを有し，　Ostreα　grαvitestα

をはじめ他に小型貝類化石が豊富である。しかし05惚αを除く他の貝化石は保存良好でな

く型として印象されている場合が多い。未決定種であるが，Anadαrαsp．　indet．　Cαrdizsm

・p・i・d・t・，B・till・・id　sp・i・d・・．　SiphOnaria　？・p．　i・d・・．およびVi・α・y・lla・p．　ind・t．な

どが認められた。処kに褐鉄鉱薄層を挾み，最上位付近ではやや細粒相となり小型の幼貝

化石らしいものを著しく含むことが認められたが，この含幼貝の様相はすぐ上位に引続く

黒色頁岩相，すなわち上部頁岩層中にも現象されている。整合漸移で下部砂岩層に接する

上部頁岩層は，ここでは比較的薄く厚さ約14m．程度であるが，その最上・最下部の各k

3m．程度は風化著しく資料採集を妨げた。

　（2）群　集　組　成

　資料はFig・4で示すように層厚約40m．の備北層群下部砂岩層から4個（このうち最

下部層準の1個は個体産出なし），上部頁岩層から6個であり，処理方法は三次盆地の場

合と同様各層準から200個が選出され，その結果はTable　4に示されている。このTable

4およびこれから導がれたTable　5と11によって以下解説する。

　全種数は93，うち決定種74，未決定種15，新種4であり，これらは13科34属に分類され

る。全層準を通じてみると，砂岩相，すなわち下部砂岩層層準，では極めて種数少く，頁

岩相，すなわち上部頁岩層層準，では特に石灰質有孔虫化石種激増し，浮游性有乳虫化石

もこの上部頁岩層最下位層準から出現していることが判明する。また，砂質有孔虫内容の

貧弱なことも注目すべきであろう。したがってこの断面でのFaunule区秀は上・下2秀

が可能であり・その境界は4・5両層準の間に引かれるべきであって，これは岩相層序医

分境界とも一致を示すことになる・下位FaunuleはRotαLia－一・RobuLzes－一一Elphidiella　Faunule，・

上位はLαgenonedosaria－一一RobuLms　・一　Uvigen’nα一Hanzawaia　Faunuleとして一応識別でき

る・下位Faunuleを吟味すると，最優勢属は1脇αZ6αであり，2から4層準までを通じ

て個体数のほぼ50％もしくはそれ以上を占めており，その内容はR．tochigiensisが最も

多く，ついでR．6eccα痂およびR．　tαkanabθnsisで占められている。　Robulus：属ではR．

妬伽およびR・漉・b・reR・isが主内容となる・EZρ帽観α属についてはE如吻・ma－

e勝誌の1属1種であり，他にNonionおよびNonionellα属のものを伴っていiる。ここに1

注目すべきはRotaZiαtocha’giensisの出現についてであって，これは下部砂岩層に限られ

ており，極めて優勢産出であるにかかわらず，上部頁岩層に出現しない事実は後述する津

山盆地の場合とも全く符合している・津山ではOp¢rcuZinαcompZαnαtαノαponicα産出層準
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Fossjliferotis　black　shale

【　’

Foss川ferous∩nc＾mcdlum・gralned　sa

Fossiliferous　bluish　coarsc・graincd　sa

with　p・・t1y…91・h・…t・i・yρ・・

6

　　Pcbbly　consrlomerate

　　Bluish　coarse－graincd　sandstonc　wiへ
1
　　910merate　thm　　！a｝℃rs　　三md　　Platy　　

　　bcaring　abundant　molluscan　fosslls

　　Anrtclara　　sP．　　mdct．，　　　Ba”〃aria　　sPザ

　　Cardi！iUi　SPj　ndct．，05’rea　grat’itcs’a，　
6
　　ariご7　sp．　hldct。．　and　　1！i‘ar），‘11でτ　sP．　ind

Pebbly　conglonierate　　witl1．Pa「tly

grained　sandstone　layers　atid　coaly　

thin　layers

Cobbly　conglomeratc

Massive　limcstone

♂

　　　　　　　　Fig．4．　G6010gic　Column　of　the　Miocene　Formations　of　th6　　　　　，’

　　　　　　　　　　　DaichinjトMuroyama　Section，　in　the　Niilhi　BaSin．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロコ

　直下の層準から著しく産出し，上部頁岩層からは産出しないという事実を示す処がある（多

　　　　　23）
　井，1954）。浮游性有孔虫化石を伴わないという点，共産する貝類化石内容などをも吟

　味すると，　この　FaunUleはまずMi’ogYPsine　kotoi－Operaulinαcomplαnata／aponicα

　Zonuleに包括され得るものであるとして差支えないと考える。　Elphidieltα　inorniorαmlαensis

　もこのFaunuleに限られ上位のFaunule中には出現しないという結果からQPereuZinα’産

　出層準に近い摩出種に限られる公算が強い。このFaunuleめ指示する海澱審ほ断littoral

　程度と老えられる。次の上部頁岩層中に現われるLαgerzonqdOSαn’a－Robulus－‘UVigerinα一一

　HangαωαiαFaunuleは各層準を通じて類似した群集型を保って冨・る。多少優劣を吟味す

，
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ると，Lα8eη0ηodOSα磁属が優勢な個体数を占め，　L；scαZαlisが大部分を占有するfi

RobZtLiss属ではR．　luCidusが下位Faunuleに引続いて優勢であるが漸次上位層準へと減

少の傾向にある。Uvi8erinα属ではαη漉伽Zαが皐優占し・他の種と共に5層準から突

発的に出現している。llanzau’aiα属ではH．碑脚η♂cαおよびH・　tαgaensisの2種で構

成されてL・る。このFaunuleの指示する堆積環境はごく概略的にみて，　innerからmiddle

neritic程度が想定できるであろう。上・下両Faunule内容をいま一一度大観してみると，
　　　　　　　　　　　　　　　　コ　ぴ

上位層準へ増加の傾向をとる属は．Lαgenono40sariα，乙α8εηα，　BitlZim・inα，　Virgulina・Boli°

vinα，　Uvi8erina，　Angulogerinαおよび（］assiauLinαであり，他方減少する属としては，

RobiLLcas，　Noηton，　Noηtonellα，　Elphidium，　Elphiclie乙1α，　RotaLia，　Episteminellαおよび正lan・

zαωcziαなどをあげることができる。これらの傾向は上位層準へと漸次海域の増深化傾向

を暗示させるものであるっ微化石層位区分単位からながめると，上記したように下位の

R・t・li・－R・6ぬ・一一・Eephidielta　F・unul・は・iSltfi・9γp・ine　k・t・iτOperculinα・・n・μLanata／a”

po漉cαZonuleに相当し，上位のLαgenono♂osαriα一RobuZ　us－　Uvigen’nα一llanzawaiα　Faunule

はLagenonodosαriαscalαzsis－〔Uvi8e　ni　ua　crα∬6cos’α如Zonuleに含まれる◎Zonuleおよび

Faunule区分境界と備北層群上・下部層との境界とはここでは一一致している。

　　　　　　　　Table　4

D三stribution　of　Niimi　Foraminifera

’

＼
　

／

＼＼

＼＼

／
’

Species

Faunules

H。；＼，

　Nos，

Astrorhizidae：

　Rhabda〃1〃zゴ〃a　sp．　indet．．．．＿．．．．．．．．。．．．．．．

Textulariidae：

　S’、Plzotex’zdaria　n’．　s　p．＿＿．，．＿＿＿．＿．＿．

Verneuilinidae：

Gandryina（Pseitdogandryinq）
　　fs痂々ゴ6π5ゴs　ASANO…°°°……b’…’……”…°

G翻δ卿・cf．　y・bei　ASAIN・．＿＿．．＿＿．，．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慕◎∫．N◎s．

Species
烹 2 3 4 　　5

6

6 7 唱
8

9 三〇

　Millolidae：

Si　gmeili顯擁㍊経癖丁ム1＿＿＿＿＿＿＿

　Lagen三dae：

　　　Robultrs　cf．　iot〃ε　（Cus11MAN）．．．．。．．．．，．．．．．

R・bulus　ittcidttS（ρus闘AN）＿＿＿．＿＿

　　　R65Utas磁伽惣癖5（SCH　X￥。ムG韮蟹1）＿＿－

　　　Roうt〃taL　Si　n。　sp毒くx．．．，．。。，。．．、．。φ。畢．．。。，．．．．．．。．．．．

　　　Rob〃lus．　n．　s　p．　B＿＿．＿．＿＿＿＿＿．＿．

　　　1ぞo∂〃」〃5　sp、　indet．．．，．．．．．．＿．．．．．．＿。．．．．．＿．．，

　　　施名9珈r伽glabra　D’0飛税G　NY＿＿＿＿＿

　Marginutine　cf．8♂躍蜘Lゴ0蹴GNY＿＿＿

　　　Marg伽1伽、spjndet．＿＿＿＿＿＿，一．

LagenfinodoS　tria　ftt．haShimaensis　ASA　 N　

o．．．

Lαgenonodasarid　scalaris（BA　

TseK）＿＿．

LagenGtu）dosaria　scalαris

s2ga擁8纈s　

A懸N（》　…響曾唇………………

　　　Vaginu’ia　c　f．　atvaensis　ASA　N　O＿。＿＿．＿

Vaginuiia　yoshihamaensis
　　　　INOUE　＆　】罫A　KムSEKO　　’鱒騨゜’°’°鱒脚’°’°°り”°

Lagena　satcata　，（WA礁ER＆」ムCOB）．＿．．

Lagena　sulcata　spicata
　　　　CuaSH！IA　N＆　McCumuioCH………・・…・…

加9召紹c｛．sulCata　spicatα

　　　　C9＄羅A　N＆llcCgLLecx……∵’摩’……

Polymorphinida¢：　　　　　　　　　　．

G”ttul伽irregularis（D’ORBXGNY）＿＿．

Gecttutina　kishixou＞’i　CgSH“！AN＆OZA　

WA
　　　Gecttulina　sp．三籍de重。一。＿∴．＿＿＿＿．．＿

NQnionidae：

　　Non加8雇ψゆ（D’ORBIGNY）＿＿＿＿．

　　　l　　Aわ擁oπノaPoniCttM　AsムN（》。∴．．＿．．．＿．＿．．．

　　　ムむ痂n’　nakoseekse　ASANo＿＿＿＿＿＿＿

　　LNonion　nicobarlense　CUSI｛】NIA、N
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　・　　o　　o　　吟　　●　　，　　弓　　6　　■　　嚇　　，　　P　　聰　　●

　　No〃ノ伽s6ψ加〃¢（Flc皿EL＆MOLL）＿．

　　A’on加u〃tうi伽tut〃m（M6NTAGU）＿＿．

　　鏑痂πsp，　i猛de£．＿．＿＿＿＿＿＿命一．
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ムronionetta　miocenica 　CUSIIMムN
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　o　　■　　●　　●　　●　　o　　●　　●　　o　　■

　　ハlo〃ion｛7〃α　sp．　indet．＿＿＿＿＿＿．．．．．．

ELPhidt　t‘m　aclvenum　（CUSIIMAN）．＿＿＿．．

EtPhtdinm　ci．　advenu〃・（CUSHMAN）＿．．．

EIPhidium　etigoense　，
　　　　HUSEZIMム　＆’MARUHAS．°”鱒゜・・°…………

l　EtPhidi”〃¢cf．’s〃dai　CHIJI＆〕訂AKASEKO．．．

　　EtPhidiu〃1　sp．　indet．．．．．．．＿．．，．．山．．．．＿．．．

EtPhidieUa　momiヅam．tensis　UCH10．．．．．．．．．

Heterohelicidae：

Plectof　ron　liceclari　」　」αρ磁孝cα

　A　

sムNO＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

Buliminidae：

Bulimina　striata　D，QRBIG麟Y

Btt乙imina　striata　mσtoensis．　AsムNO

　　レ’irg〃lina　n．　sp．．．．＿．．．．．．．．．＿．．．．．．．．．．＿．．

　　Bolivina〃largina’αCUSIIMAN＿．．．＿＿．．．

Bolivina　mαrginatαmαsr4dai　AsムNO．＿．．

Boli抄ina　rob銘sta

　BRA　

Dy　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　・　　・　　o　●　　・　　●　○　　幽　　，　●　　■　　●　o　●　　o　●　　●　　●　，　●　　o　・　　●

　　80砺纐cf．　robasia　BRADY＿＿＿＿＿＿

　　βoZ勿伽n．　sp．＿＿．．＿．＿＿＿＿＿．．＿．

　　Bolivina　sp．　indet．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．。．．．．．

Rettssella　acnteαta　CUSHMAN
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　●　　・　　●　・　●　　，　　・　　・　　●　●　●　　謄　o　　●

Ret｛ssetla　cf．αCecleatαCUSHMAN

　Reu∬e”αspinttlosa（REuss）．．．．．．．．．．．．．．．＿．

UVtgerina　cvassicostαtαSCHWAGER．

　　

Uvigerina　C｛．　hootsi　rUtNKTN＿．∴＿．．．＿

Uvigevina　ni‘idulαS〈；HWAGER＿＿＿＿＿

Uvigerina 　C｛．　sabPere9γixa

　　　CusHMAN　＆　KLEINPELL………………

Uvi・9・ri〃a・f・yabei　A・ムN・＿＿＿，＿．，＿

AngulogeγinαkokOZttγaensis　ASANO．．．＿＿

Ellipsoidinidae：

ElltPs・mod・saria　tepiJttla（SCHWAGER）＿

Rotaliidae；
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一＿一一t　　H。，．N。。．
　　　Species　　、、、一＿

　　D／560コウ〃lvinulina　sp．　indet．，．．．．．．，．，，，．．．，．．

Gyroidina「soldanii　D’ORBIGNY＿＿＿，．＿．

．Eρonidρs　fγi　gidabs　（CUSIIMムN）。＿．＿＿＿，

Eρ碗desノγ乞g油濯s　Ca　

LidMS
　　　CUSHMAN＆　COLE　　　・°’：°”°°・…”……

Epanides　haidingeriz（D’ORBIGNY）＿＿．

　
　
E
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o
n
i
d
e
s
　
c
｛
．
　
h
a
i
d
i
n
g
e
r
“
（
D
’
O
R
B
I
G
N
Y
）
＿
＿

Epanides　niPPonicms
　　　　（HUSEZIMA・＆MARUHASI）……………

助・”’4ρ3卿蜘6∫〃3（KARRER）……………

EPoηi4es　SttbPraecinctus　ASANO＿＿．＿。＿

　EPonides　c　f．　tanai　UCHIO＿＿＿＿＿＿一．

　EPonides　sp．　indet．．＿＿＿＿．＿＿．．．＿．

Ro’alia∂召66〃奴LINNAEUS）＿＿＿＿＿．．，

R・励αC｛．beccar奴1，1NNAEUS）＿．＿．＿．

Rotalia　beccaγiξhatatatensis　TムKAYANAGI

Ro’aliaずα加〃ψ，lsis（ISIIIZAK1）＿＿＿．．．

Rotαtia　tochigienSis　UCHI　

O＿＿．．＿＿＿．

Baggina　notoeηsis　ASANO．＿．＿．．＿．＿．＿

　　　

Amph三steginidae：

　∠1〃ψ乃’steglna　sp．　indet．＿＿＿＿＿＿．一’．

Cassidulinidae：
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O
）
，
．
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．
．
．
．
．
．

Cαss戴κZ襯αlaevigata　Ca　

rinata　Cu．SHMム貢

　Cassidt｛lina〃largare’α　KARRER．＿．，．．．＿

Cassi4uli”a　Pacifiea　CUSHSiAN．．．∴．．．．．．．＿

Cassidultna　smbgtobcsαBRADY＿＿＿＿＿

Anomalini（iae：

　Planutina　’　’nippa〃ica　ASANO＿．．二．．．．．．．．．．．．’

P伽ゆω・・”緬哲（S・HWAG・・）……．

Plantilia　sp．　indet．＿．＿＿＿＿＿＿．．．

・舐an2au，ala　niPPoni‘αASANO．．．．．．．．．．．．．．．

H4mauaia　tαgaensis　ASAINO，＿．＿＿＿．。

　　C’∂icides　とzん”〃ian〃3　（1〕，ORBIGNY）．．＿．．．．
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Dyocibicides・sp．　indet．＿＿＿＿＿．＿．．＿

Total　amount　of　bentho血ic
　　　Foraminifera＿．．＿．＿．．＿＿．．．．．＿＿．．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　5

Distribution　of　the　Dominant　Genera　of　Niimi　Foraminifera

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Numbers；％）

Gαndryinα．，＿＿．＿．＿．．＿＿．．．

R。∂“lus＿＿＿＿．．．∴＿＿＿＿．

Mαrginulina＿＿＿．＿．＿．＿＿

Lagenomodosaria＿．．．．＿＿．＿．

Vagin〃伽α＿＿．＿．＿＿＿＿．

Lαge”α∴＿＿＿．＿＿＿＿．＿噛

Guttulina　．＿＿＿．＿＿＿＿＿

ハronion　＿＿＿．．＿．．．＿＿＿＿．

Nonionella＿＿．＿．＿＿＿＿＿

EtPhidittm　．，＿＿．．＿＿＿＿＿

EIPI2idie〃α＿＿＿．．＿，＿．．＿．

Bulimina
　　　　　　　　　，●●・●・oo39・，・●o．●・o●．・●●●●，

Rotatia＿Rob那ltts＿

EtPhidie〃a

　　　　Faunヒ！e

1 2
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　　　　ヒ　　　　　　　　リコ
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　　　　　　　Faunule　　　　　　．
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0．．．5
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2。0

26．5、
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＼H…N…Speci・・　　＼
Virgu〃”α＿．．．．．．．．．　　　　＿．．．．

Bolivina．．．．．．＿．，＿　　　　．．？．．

ReZtsseUa　　．6．．一’．。．．．．．．．．。．．．．．暫．．．じじ

Uvigeγinα　＿、

．4n8〃logeriRa．．．＿．。

EI　LiPsomodosaria．．

Gツroidina．．．．．，

EPonides＿＿

Rotalia

Bαggina

EpistOMin〃a　．．．．．

Cassidutina　．＿．．　　　　　　　＿

pzα”ulina＿．＿＿．＿＿＿＿；

Han2awaゴα　．　　　　　　　＿．．．

Cibicides．．．．．．．．．．．，．．　．．．．．

1 2

1　1．O

I
161・5

　0．5

2．0

0．5

3

1．5

76．5

4．5

4

26．0
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0．5

4．5
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2．0

10．0

0．5

6

7．0

1．5

5．5

0．5

2・° 11・5

・．・【・．・

6．5

3．5

10．0

1．0

2．5

16．0

4．5

6．5

5．5

0．5

10．5

1。5

2・9

15．5

13。0

7

2．0

4．0

2．5

7．0

1．0

4．5

1．0

5．0

6．0

3．5

4．0

2．0

0．5

8．0

4．0

8

4。0

15．5

2．5

5．5

0．5

3．5

1．0

5．5

5．0

9

1．5

9．0

3．0

9．5

2．0

5．5

1．0

5．5

3．5

3．0

5．0

4．5

7．5

3．0

10

1．5

13．0

0．5

11．0

3．5

1．5

5．0

2．0

1．0

3．5

4．0

2．0

9．0

5．0

　　　　　　　　　　　　　V　津山盆地の微化石群集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふラ
　津山盆地を代表させるものとして筆者はすでに1954年，広島大学理学部紀要で盆地東部

の勝田郡吉野村分布の備北層群相当層からの微化石群集を報告したが，これらについては

吉野地区の項として以下述べる。今回はさらに盆地北西部の津山市安田（旧高田村）分布

の備北層群相当層からの群集内容を新らしく明らかにし得たのでここに追加して，これま

での津山群集の内容を補いたいと思う。これを安田地区の項として以下記述する。

　吉　野　地　区
　　　　　　　　　ねラ
　筆者がすでに発表したように，盆地東部の勝田郡吉野村吉野小学校裏に露出する備北層

　　　　　　　　ユの
群相当層，勝田層，から117種を識別した。そしてその群集組成からその出現の意義時

代および対比について若干の推論を試みているので詳報は略するが，° ただその節吟味の行

届いていなかった地層名，群集のFaunule区分およびZonule区分について本報告で触

れておきたい。津山新第三系の美作爽炭層および勝田層の区分名称は須鎗和巳の未発表卒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らのねラ

論から引用したのであるが，その後彼はその名称を改め，高根爽炭層・真加部礫岩層・池

ノ原泥岩層・畑屋礫岩層・香川爽炭層・豊久田砂岩泥岩層および楢頁岩層を識別し，これ
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らを一括して津山層群とした。そして高根を最下部におき，真加部・池ノ原・畑屋・香川

をほぼ同準の同時異層として取扱っそいる。内容から察すると，これらは三次盆地の塩町　’

累層にほぼ相当するもめであろう。これらの上位にくるとする，Vicαrγa，　Bα捌α融∫Anα・

dαrαおよびOstreαを産する豊久田砂岩泥岩層は備北層群下部砂岩層に相当するもので

あろう。したがってその上位の楢頁岩層とするものは同層群上部頁岩層に相当すると老え

られる。前記の勝田層は豊久田砂岩泥岩層と楢頁岩層との両者を含むものであろう。ただ

須鎗和白によれば，Operculinαを産する砂岩部層を処によっては楢頁岩層の最下部に含め

ているようであるが，筆者はこれを下位の豊久田砂岩泥岩層に含めたい意向である。’筆者
　　　おラ

が報告した6層準のうち下位のD・E層準は備北層群下部砂岩層，須鎗の豊久田砂岩泥岩

層，に入り，F・G・Hおよび1層準は同層群上部頁岩層，須鎗の楢頁岩層，に入るもので・

ある。後に今村外治教授によってE層準直上付近の砂岩中からOρerculinαの産出を御教

示賜わったのであるがここでのこの含OpercuZinα砂岩部層は豊久田砂岩泥岩層の最上位

層準に当っているわけである。前記した三次盆地の場合でも備北層群下：部砂岩層の最上位

に含Oρerculiua砂岩部層があり全くよく符合している。

　Table　6および11で示すように，　Faunule区分としては，下位からDおよびE層準を含

む（ipercuZiuα一Rotalia　Faunule，およびF・G・Hおよび1層準を含むRobulus－Nonion－－

0αuclrorinα一Uvigerinα　Faunuleの2区分が可能である。種の優劣・増減傾向についての内

容はすでに報告してあるので省略する。下位の（）perculinα一RotαZiα　Faunuleでは，　Rotαlia

属の種が圧倒的に多く，1Vo痂η，　HanzαwαiαおよびCibiCides諸属のものを伴うが上位

FaunuleになるとRotαliα属のものは急減して僅少となり，1Vo認oη属のものは逆に著し

く豊産となる。次tle　Robulus　一　Nonion－一一Gαuaryinα一　UvigerinαFaun　uleでに，　Gαrdryinα，

・Ma「tinottieZlα，（lyclαmmina，　HαpZophrαgmoidesおよびSigmoilinα属の砂質有孔虫化石種

を多少伴ってくるが，RobulUS，　MarginuZina，1）entalinα，　NOdosadα，　Lαgenonoclosαriαおよ

びVαginulinαなどの諸属を含むLagenidae科が優勢に占め，他にNonionおよびUvi－

8eπ㎜属のものが優占してくる。このFaunuleにあらわれているRotaliα属の種はR．

tochigiensis以外のものであり，このR．　tochigiensisが下位Faun　uleのみに限られて極め

て豊産することは注目すべきであって，この種については前述した新見盆地の場合にも同

じことが認められるので興味あるものと老えられる。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西緬戸内新生界の微化石層位学的研究　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．　　　　　　　Table幽6

Distribution　of　the・Dominant　Genera　of　’　Tsuyama　Foraminifera

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ntimbers；％）

　　　　　　　　　　　　25

　　　　　　　　　　　ト亀

（Y。，hin。　A，ea）

OPerculina－．

Rotalia

　Faunule

Robulus－Arani・n－Gaud・り伽一

Uvigeyina

　　　　　　　　Fau耳ule

D E F G H 1

HaPIOPhrαgmoideS ，　・　o　●　●　・　■　●　．　●　・　●　・　・　．　，　・　●　，　●　．　●　●　■　■　●　●　●　●　■　o　o　o

　　　　　　t

O．9 3．2 2．1 1．2

Cジclam〃zina．．．＿．．＿、．＿．＿．．＿．．．＿．＿＿＿． 0．3 4．7 2．7． 0．5

Gακd与初α＿＿．．＿．＿＿＿＿＿．＿．．＿．．＿＿． 13．7 8．1 0．5 13．9

i；t・fartinottiellα＿＿．＿．＿．＿＿＿＿．．＿＿＿ 3．8
8
β
鴨

6．6 7．7、

S／9〃20fμ〃α＿．．．．．．．．．．．．．＿．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．＿ 0．4 2．4
‘0．3

3．9

，Ro∂μZ粥．．．．．．＿．．．，．．，．．．．．．＿三．．．，．．．．＿．．．♂．．．．．．．．

17．0 5．2 26．6 14．5

　　　　　　　．
IMargi　nttliita＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿．．．＿＿＿　　　　　　　　　　｛

2．3
　，

0．9
L

　　3．5 0．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一Dentalinα　　　　　　　　　　・　o　・　曾　・　・　o　●　・　o　・　・　●　●　・　o　●　●　●　●　●　o　●　●　●　，　■　●　●　o　●　o　●　●　■　o　●　●　o　●　■　●　●　■　■ 　　　　幽
r 3．0 2．6 4．8L 2．2㍉

ハわ40Sα7ゴα．．．，．．．．．＿．．．＿＿．．＿．。．，．．＿＿．ξ．．．．、． 3．4 2．5 0．3 1．7

Lagenonodo，saria＿．．。＿．＿．＿＿＿＿．＿．．＿ 3．9 3．3 6．4 4．4

Fα8’”〃”照　＿＿＿．．．＿＿＿＿・．．．．∴．．．．．＿＿

1

7．6 2．8
　
　
3
．
2
噛 2．2

Gutt駕lina　　　　　　　　　●　・　・　●　・　●　●　・　・　9　…　　　　o　ロ　．　・　．　●　「　・　謄　●　・　●　●　●　●　●　■　，　●　g　o　6　●　●　●　●　●　●　●　●　■　●

0．9 1．1 3．5 0．5

Nonioit　　　　　　　　■　●　．　●　■　■　・　・　o　・　・　o　●　●　●　●　o　●　●　●　●　●　，　，　●　●　o　●　■　●　■　●　●　●　o　●　●　●　●　o　●　o　●　o　…　　　　　尋

3．6 2．0 11．7 24．2 5．3

’　　　一

BMIi鵬ina　　　　　　　　　．　・　●　●　…　　　　　●　●　o　●　・　●　●　．　o　O　o　●　●　o　●　●　■　●　O　o　●　●　●　o　，　●　●　o　●　●　●　●　，　●　●　●　●　●

1．3 2．3 7．5

βoZ勿加α．．．．．．．．．．．．＿。．．．．．．．＿．＿．．．．．．．．．＿．．．．．． 0．3 4．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂Uvigerina＿＿．＿．．∴＿＿．＿＿＿．＿＿＿＿． 5．6 15．3 1．1． 5．5

ElliPsonodosart”a＿．闘曹＿＿＿＿＿∴＿．＿＿一． 、
1．7 8．7

　　噛

0．5 10．0

　　　　　　r㌧

Gsreidina＿＿＿＿．＿＿．＿＿＿＿．．＿＿＿ 1．6 2．3 0．7

EPonides＿＿＿＿．＿＿．．＿＿＿＿．＿＿．＿＿
／5．7 1．1 2．4 0．9

Ro’α〃α，．．．．．．．．．．．．．＿．『．．．．，．．．．．．，＿．．9．．＿．．．．．．． 100．0 85．8 5．4 1．6 6．4 1．1

βごzg8初α＿．＿．＿．＿＿＿．．＿＿＿．．＿＿＿＿＿ 0．5 1．8 1．8

Cassidulina　．＿＿．＿．＿＿．＿＿＿．．．＿．＿＿．． 1．0 6．0 1．6’ 0．5

P1α72多〃勿α．，＿．．．．．．．．．．＿．．．．．．．。．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 4．1 1．a・・ ・0．3．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胴
Haη2awa　ia　。．．．．．．。．．．．．．．。．．，。。．．。。．．．．，。．．．．．．．．．．． 4．5 4．5 3．8，． 2．7． 1．1　　　　一

αわf6’4ρ5＿＿．3＿＿哩．＿9＿＿＿＿＿．！＿．．＿＿ 2．8　　　「 3．5 1．5P■ 0．3
6．9　　　　　一

L
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　Zonule区分に／）いては0ρer（．：u．ltliiti－－Rotultl‘t　Faunuleはル露θ8γ1／s〃2‘z　kotei－Oper’‘　’i／Zi〃‘t

‘り〃！〆‘〃zα！‘1ノ‘4）（，lt！lc（z　Zonule中に入ることは明らかであり，　RobuLu」’　一　No〃！01z－6θzzで11γ！〃tt

一
U・εgc加Faunu鳳まLαgeηαzθd・s・11’i（↓scαZ・｛・1’i・・sr－Uvigerinctσ戚ω漁・Z。nuXe申のへこ

位のものであると考えられる。浮游性有孔虫化石が下位Faunuleからは出現せず，．ヒ位

Famuleから豊富に出現することも上記Zonule区分の妥当性を支持している。豊久田砂

岩泥岩層と楢頁岩層との境界，もしくは備北層群下部砂岩層と上音順岩層との境界，は、ヒ

述のFaunuleおよびZonule境界と一致する。微化石群集の内容から判断すると，この

吉野地区分布の海成層ぱいわゆる植月海浸期生成の増深化途上の堆積物であることは充分

に認められるところであξ），海況ば1ittoralからmiddle　neritic程慶へと進展していっ

たものであろう。

　安　田　地　区

　（1）地　質　概　要

　津山市北部（旧高

田村近傍地域）の地

質については，1956

年広島大学理学部地

学専攻中期学生橋本

淳の進級論文フィー

ノしドとして選ばれ，

現在調査実施中であ

り，筆者も参加しこ

の地域を調査する機

会を得たっここに報

告する内容は特にこ

の地域分布の海成層

から得られた微化石

群集について筆者が

検討した結果であ

る，当地域分布の新

第三紀層は千枚岩・

疎岩主構成の古生層
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Fig．5．　Map　Showing　the　Localities．

を基盤として粗粒相から細粒相ヘー漣に累重する海成層からなり，備北層群，もしくは須
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鎗禾9巳の豊久沼砂岩泥岩層・檜頁岩層に相当するものと考えら為る・微化石研究の対象と

して取上げた地点はFig．5で示すように津山市安田（IH高田村安田）の高田小学校周辺

である。この地区では北辺の山塊は千枚岩主構成の古生層で形成され，南部の丘陵性低山

地域がここで取上げている海成新第三紀層を分布せしめている地域である。そしてここに

興味ある構造上の現象として，古生層が薪第三紀層上に衝上している事実をあげることが

できる。すなわち，安田の北方の谷においては古生層と接する付近の楢頁岩層はN86電，

N78つの走向傾斜を示す処があり，見掛上北方に位置する古生層の下位になる。この谷で

は直接この衝上構造の断面を認め得ないが，近接した東方の谷では露頭において直接これ

を実見することができる。しかし古生層との衝上境界から離れて南するにしたがって楢頁

岩層の傾斜は南落ちと変り，高田小学校のすぐ北の塵では走向傾斜N76’W・S58°を示す

処があり，さらに南方になるとN85°W・S4°の緩傾斜を示す処がある。この高田小学

校北方の資料採集ルPトの谷では，基盤との不整合面は実見し得ないが，層厚ほぼ11m．

程度の基底相としての礫岩・粗粒砂岩構成の豊久田砂岩泥岩層相当層の上に，層厚約90m．

前後の黒色頁岩構成の楢頁岩層を整合的に累重せしめてy・るが，厨化はかなり進み，露出

も断続しているので系統だてて資料を採集するには必ずしも好条件ではなかった。採集資

料は7個であり，すべて細粒相ジ櫓頁岩層中から得たものであり，Fig，6で示すようtl＆，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1

1・2層準は檎頁岩層の最下位近くから得たものであるが，こめ層準の頁岩の部分には小

型の貝類化石を豊富に含んでおり，微化石も著しく豊産である。i3層準からはかなり上位

層準になるが，この途中の層準の資料は上記の悪条件によって得られなかった。しかし3

層準以上のものは，津山盆地の海成層の上位層準を代表するちのとして，かなり得難い重

　②　群　集　組　成

　資料の処理方法は三次盆地の場合と同様で，7つの層準のそれぞれから無作為に200個

が選出され，その結果はTable　7に示されている◎この表およびこれから導かれた

Ta61e　8と11とによって以下解説する6

　全種数は75，うち決定種46，未決定種27，薪種2であり，これらは14科41属に分類され

る。余層準を通覧してみる．L，ユ・2層準と3～7層準との間に大きな群集変lbeg認めら

れるo前者1・2層準では種数著しく多く，その内容は石灰質有孔虫化石が主である滴

砂質有孔虫化石も著しく伴うげしかし後者3～7層準のものは石灰質有孔虫化石を全然含

まず，前者に引つづく砂質化石種が著しく豊産して石灰質化石種にとって代る。これは

Faunu1ρとしての区分の根拠を与えている。したがって一応優勢属の内容から下位の覧・

2層準を含むMαrtinottiettα一Robzalus　一　Eponides　一　Ci　bi　cides　F　aunuleと上位の3～7層準



28 ．多　井　義　郎

を含むPZ¢c・ine　一　Tr－，

ochammina－Hσplo一

phrαgm・ides・Faunule

との2区分が可能で・

ある。このFaun面e
　　　ヤ　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　ヒ

境界は楢頁岩層中に

引かれ，この安田地

　　

N遷

区での頁岩層は微化

1’石層位区分からは2

分され得るわけであ

る◎’

　　まず，下位のMa－

rtinotti（≡llα一RobulUS

・一
；Epor｝ides　一一　Cibici一

・　des　Faunuleの内容

についてみると，

RobuLus，　Margillesli；・

ne，一　・Nedosartα，・La・

9・qOn・伽・磁およ9

’びLα8enaなどの諸

属主構成の　Lage－

nidae科が最優勢で

あり，他に石灰質有

tt 孔虫化石属ζしては

Eponides，、　Casslduli・
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　　　　　　　　　　　　　　　．Fig・6・Geologic　Co！umnar　SectioR　of　the　Miocene

　　　　　　　　　　　　∴　　’　　　　　　Formations，　Distributed　along　the　Nprthern

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Valley　of　Yasuda，　in　the　Tsuyama　Basin．

塑αおよびCibicidesを伴うが，しかし砂質属Batlrystphon，　HaPLep］uagmeides，施r伽oか

tgezlaおよびStgnteiL’iRαなどの存在を軽く見ることはできない。特にMartineteiella属は

1・2層準において16～18％を占めている。これは最優占属であることを示しているので

op。樽嘆種について検討すると・Robulu［s属ではR・luciaZtS，　EPOnideS属ぐはE・prae一

　　

店　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

cguctess・Cibi（fdes　属でを象　C。　lo翫utestms　および・C・pseesdoungerianas，’（）asSidulina　一属でit＊

　
C
．

’　1αevigatαCαrinatα，　lageηionodOSariα属ではL．　scdlarisを比較的豊産種とし（あげること

ができる。砂質化石種としてはMartinettielLa属はM．　communisのleS　l種で構成さ
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れており，S・igmoitεn（x属ではsi　t・n’nurat儲しく，　B・thy・lpr・．・・，｝，1・pt・ph・agm・edes

およびTroch：m・minα諸属ではその個体の破潰・変形が著しく種名決定は困難であるの

で未決定種としてとどめてある。かくして上述のように，石灰質有孔虫化石に著しく砂

質化石を伴5ことおよびGtob5gertnGゐ鰯o認㏄を主構成とする浮游性有孔虫化石を極め

て顕著に伴ってくるという点からながめると，このF鍛副eの内容は，すでに前項で述’

べてきた三次および庄原両盆地で識別された下位から第3のFaURule，すなわち，三次の

R・besLus　一　Ma・ti　m・ttiellα　一　HαpZ・ph・αgm・ides・一伽ηεdes　F・unule，庄原めR・buLus・一・Martt一

nottiellα　一一　Uvigei’inα　一　Eponides　一　Cibicides　Faunule，に並列されうるものである資格を充分

に備えている。

　次に上位にくるPZεα6／zα一丑oc加zη幅πα一魚ρZopんrα8濡o♂de8　Faunuleについては，上述し

たように石灰質有孔虫化石を欠き，全部砂質化石で構成されており，HapLOP｝crα8motdes，

PZectinα，σoδ5θ翫，　MartinottieLtctおよびTrochainnzi；α諸属が著しいものとして認められ　　．

るが，Table　8でも示されているように，これら諸属の個体数の量はかなり変化に富む

ものであるが群集型としては3から7の各層準を通じて同型とみてよいであろう・浮游性

有孔虫化石も伴うがいたって貧弱である。とのFaURuleは三次盆地で識別された最上位

Fa　unule，　MartinottieLLCt　Faun　u　leセご対応させてよいもOと考えられる◎

　以上述べたこの安田地区での2つのFaunuleは前記の吉野地区の2つのF釦nuleどはう

砂質有孔虫化石種を優勢に伴っているという点において区別されるべきであつて，・吉野地

区のFaunuleの上位に引続くものとしてこの安田地区の2つのFaunuleを位置づけるこ

とが妥当のように思われる。このように吉野・安田両地区で識別されたそれぞれ2つめ

Faunule系列を上下に併合することによって，津出盆地Faunule系列の’4段階が確立さ・

れるとすれぱ，これは三次盆地で一連の連続露項で識別された4段階のFaunUle系列に全

く対応されるものとなるのである。かくすれぽTable　11で示すように，　Zenv｝e区分か

らいえば，吉野地区のOp鷹協灘一R磁磁Fa級認¢はMiegypstww煽oガOpeκ協灘

ceneρlguatG／gpαniCct　Zounieに，同じく吉野地区のRebugZSS　一　Non　oeR　一・　Gaudrγina－Uvi・

9α伽F・unul・と安田地区のル蹴・肋耽ZZ・－R・ゐ・・伽一伽・♂偽一㈱醒・・Fau・u1・の両　9

者はLa8enohodosariα3cαZαa「is　一　Uvigeiiua　crαSsiCOStαtαZonuleに，そして最上位の安田地

区のPZec伽α一聾ocんα㎜幅胤一H吻Zo悌rα9瀦o♂des　Faunu｝eはqγ6Zα粥而μαspP・一・　HaplOph・

rCtgmoides　SPP・Zonuleセこ入るわけである。かくして津山盆地海成中新統はZonule　‘区分

からは3分，Faunule区分からは4分され得る曝いう結果を得たわけである6　　　’
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　　　．　　囁　　　　　トTable　7

Dis面b面on　of　Tsuy註r臓a　F6ra血inifera（Yasuda　Area）

Species

Fadnules

＼＼H・r．　・
　　　　　　　　Nos．

　　　　Rh三za‘m凱in玉dae‘

　　　　　諏物5∫ρ々‘箆sp．　indet．．＿＿＿＿＿＿．＿＿＿

　　　　A撫雛◎d圭§cidae：

．　　A脚203isceid‘　S　sp．　indet．＿＿＿＿＿，＿＿＿

　　　　L呈雛0玉三dae：

　　　　　

魚μ・伽α脚耀ρs傭・｛：ASANO＿＿∴．鳶＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i

　　　　　Hapto〃ag〃¢・ides　sp．1bdet．＿1＿，＿∴∴．＿

Crt’brostomoidt・s　c£．蜘s厩”s2「AS　ANO＿，，＿＿＿1

　　　　　C2ゲ∂ノ’03to〃201des　sp．　indet．．．∴。．．．．．．。＿＿，．．．．．，。．．．．．

　　　　　（r｝℃1α”〃nt刀a　inCtSa　（STACIIE）　．．．．．．．．．．，。．．。．∴．．．．∴

　　　　　Q6伽2〃2伽P〃si〃αBRADY＿＿＿＿＿＿．＿＿。

　　　　　（；〉°clam〃tina　sp．　indet．　．＿．．＿．．．＿．＿．，＿＿＿＿

　　　　Vaivulinidae：

　　　　　P♂・・脚．π桝・癩A・AN°二ニー・一……・………

　　　　　PZeetig・・P・　inδ・し…・一一．……一・一………・

　　　　　COUsε〃a　S6kencki　ASAN｛）＿＿＿＿＿＿．．，＿＿＿＿

　　　　　6擁s2〃a　sp．三織de重．＿．＿＿＿＿＿＿．。．＿＿＿＿
　ウ

　　　　しillfartincttieUaω欝〃lxn・s（D’OBB！GNY＞＿＿．＿＿

　　　　　7レf為ノti〃ottze〃αsp響i籍det壕　．．．．．．．．．．．．．．．。．．．。．．．。．．．．．，

　　　　　ScnenckietLa　victoiien5is　？　（CUfi　HtslAN）．。，．．．，＿．＿．

　　　Miliolidae：

　　　　　Q〃凋〃eloc〃ltna‘sp．噛ind¢t．’＿．．∴．∴＿．．＿∴＿＿

S少iroloc”1伽co蹴脚痂s　incisαCU阻M蝋 　＿＿＿

，εゆ霊・tlinq　ima〃mrai　Tムx∴＿一…・・＿・＿＿＿
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トー一・一～～　　，　　　H。，．N。、．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　～”ve，一　．
　　　Spec圭es　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞轄曹一＿

1

SigmOttina　SC痂〃tbergeアt　SILVE＄TRI＿＿。＿＿＿．

Trochamminldae：

Tro伽潴細¢．sp・三ndet．＿＿＿＿＿＿．＿＿＿

Are澱ceo疑s　F◎ra艶沁圭｛er縦ge．　et　s’P．iftdet．＿

Lage簸董dae：

　RθうulttS　cf．　tott｛s（C｛ヌs］IMAN＞．。．．．＿．＿＿＿＿

R・bal〃5ブa麟“・SlmPte．v（KocK）＿＿＿＿。＿＿

Ro5utttS　lt‘c漉s（Cus樋AN）＿＿＿，．．＿＿＿＿．

　Rol　”lt｛s　cf．　niko）arvn．st．s　（Sl（」HwAGER）＿＿＿＿＿

　　1ヒo〃〃lus　n．　sp．　’＿＿．．。＿＿∴．＿．．．＿＿．．．∴．．。．＿．．，

　　Robul〃s　sp．　indet．　．，．＿＿．．．＿．．．．．，．．．．．．．，．＿＿．＿．

iTVfarginzlina　acuteatecコ蜘GE島OREN＿＿＿．＿＿

tlLfaアg加‘伽αc£g励ra　D℃RBIGNY＿．＿＿．．一＿

　　1悔r8’n’tlina　sp．　indet．．，＿。．＿．．．．．．．＿t－，．。．．．．．．．．。

　　ρ8痂諺勿ごzsabsott｛∫a（c｛jg・1斑ムN）　＿．．．．＿．＿．＿＿

酌案◎saria　lgngi灘ta　b’く撫購撒＿＿＿＿．＿＿

　　ハ7」．do5aria　cf．ごoπ8∫56¢’魔B，0嚢擁（INY　。＿．＿．．．＿

　　　　　　　　　　　　　　　
へ

A’edesa廊捗ぬb’0躍SN￥＿＿＿＿＿．∴＿＿
　　　　　　　　　　　　’

ム；050sayia　cf．　Pyr‘tla　D’bRBIGNY　1＿＿＿＿．＿＿

Lagenono30＄α癩・scalαris（BAmscH）＿＿＿．＿＿

　　JZa8inulina？　sp．　ind¢t．＿＿＿＿＿．．．＿＿＿＿＿

　　Lagenα5ご加’a（D’0取BIGNY）＿＿＿＿＿．＿＿．

Lagena　s　

xlcata　spicqtq
　　　　　　CUSIMムN＆McCULLocH°°°°’ゆ’°’°°”“°°’”腎’°’°°

　　五，agena　sp．　ind¢t．　＿．…．・・＿・．・・．．．＿．．．．．．＿＿＿＿．．．

PolymoΦhinida磁：

　　GκttU〃na　sp．　indet。．．。＿＿＿．＿＿＿。＿＿＿＿

Nonioni（iae：

論吻P卿漉゜漉5（｝’lcn’rEL＆M°LL＞．一・・…

　　Neniθ銘8tga　Miθcc　nica　C｛∫SH恐至AIN．　＿ぞ。．．．．．。．．．．＿＿

　　勘痂neesa　sp．董’nδet∴．＿＿＿＿．＿．＿＿＿

E励誠翻c｛．c乙aVat鵬c臓継蝋＿＿＿．＿．

　　Cribyc・tPkidium・P・ib　det・。一。一，・・＿・，一，一
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一一～　　　　H。，．N。，．
　　　Species　　　　一～…．．．．～一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一＿

1

　　Buliminidae：　　　　　一・

　　　

Beslimi”a　s毒riata驚oまo¢nsis　AsムNO　．．．．，．＿．ゆ．．，．＿

　　　Entosoleuia　sp：　indet．．＿＿＿＿＿＿．．＿＿＿＿．

　　　1々㎎〃伽sp．　indet＿。．＿＿＿＿＿∴，＿＿＿＿

’　Uvigeプノ”αcf．　Probosci・aea　S（）HWAGER＿＿＿．＿

　　　

AngttlegeyiRa　kekOZttraeRsis　ASA期＿＿＿＿．．．＿

　　　∠【ng〃logprina　sp．　indet．。．．．．．．．．．。．．．．．。．＿．．．．．．．．。．。．

　E1蓋ipsoid五nidae：

　　　E〃iPsgRedesariaどψ4蜘（Sc疑wムG鋤＿＿．一＿

　Rotaliidae：

　　　Z）iSCOPttJ〃i”ulina　sp．三ndet．　．．．．．，．．．。．．＿．．．．．．．．．．．．

　　　VaSvttlixeria　sp・至ndet・＿一…………・、…………

　　　EPonidesノ’rigidus（CUSII鵬N）＿＿＿＿．＿＿

　　　EPonidesノ’rigidms‘atiji’5　CUSIIMムN＆Co工冠．．．．．，

　　　Eju｝nides　haidingerii（n’ORBIGM’〉＿＿＿．＿．＿．

　　　助〃ノ4召5伽86癬〃5（KARRER）＿＿＿＿。＿＿

EPonides　s幼ργα召c伽編ASムNO＿＿＿＿＿＿．一＿

Epanides伽厩Ucme＿．．＿＿＿＿＿＿．。＿．＿＿

　　　、助（mides　sp．　indet．＿⇔＿優＿＿。＿＿＿。＿＿＿＿。

　　　R・’・1ノα5P・ind・t－…・…一一…ニ…・…・………

翫99掘αncteensis　ASANo＿＿．＿＿．＿＿．＿＿＿

　Cassldul圭nidae：

　　　Epis’o〃iinella　sp．　indet．　．．．，．．．。．．．．．．．。．．．．。．。。＿．．．

　　　Cassidt｛lina　laevigata　Car伽’αCUSIIMAN．．．．．．＿

Cassid；｛lina　s；abglobgsa　BRム班＿＿＿＿．＿．＿．

　　　Cごz∬id〃lina　sp・i血det・’・一・・・…　一・。…　。・・・・・・・…　……

　Anomalinidae：　　　　　　　　　　　　　‘

　　　P毎雑認ゴ惣象擁メψ0短6認ASANo＿．．＿．＿＿．．．．＿．．＿

　　　P1醐〃伽αsp．　indet＿．．∴＿＿＿＿＿．＿＿＿＿

Hanzau・aia　tagaenStS　’　ASANO＿．＿．＿＿＿．．＿．．＿

　　　C勲躍εScf．β嬬磁勘s（がORBIGNY）＿．＿．．、＿

　　　Ci　’7　ic　i　de＄！o∂ateclecs（WムLKER＆JACOB）……∵∵一
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lt，1“－XtigE！
αわ歪cides　Ps¢ttaOttngeri燃s（9も魯曲蝋）∴∴．＿∴

Cib・cid・S・p。ヒindet∴。＿．＿＿∴＿＿．＿＿＿＿．．

T・亡ala魚・瞭o｛be漁・簸三cF伽面轟量｛em＿．

Pe茎ag三C’｛・蹴S－…’：……一∴…・…・一・一＿＿。

1

10

　2

2

11

　1

坤・さ

425 4

3

20◎

4

200

5 6 7

206

1

50 2◎0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　8

D圭str圭bu亡三〇n◎f重he　D◎享獄ina擁Ge鷺e撒◎f　TsuyaMa　Foraminifera

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Numb・・、；％）

（Yas鱗da　Area）

、　　」

BalhysiPhon＿＿．

H⑫乙・Pkragmoidぐs

Csc｛am澱na＿．＿

Plectina＿＿＿＿．．

Go診selta＿．．＿．＿．．

Martinottietta．．＿．

sigmoUtnq．．＿＿＿

Trochαmmina’
．一＿

Rob祝乙解s
　　　　　　　　●　り　o　●　o　●．A　…　　　　●　o　o　o

Maアginalina＿．＿

Nodosaγia　　＿．．．．．，．．．

Lαgenenodosαriα．．

Lαgena＿＿＿＿
A痂・n＿＿＿＿∴

ElliPson（）dosartα．．

EPoηicte亨　　．．。．，．．．。．．

Cassidulina．．．．．＿．

P伽〃lina．＿＿＿．

Cibicides∴．．．＿．＿1．

＿．＿．＿．∴。＿

●　　●　　■　　o　　●　　●　　．　　●　●　　●　　●　■　　の　　o　　■　　●　　⇔　■　　●　　o　o　噸

o　　曹　　の　　o　　，　　o　　■　　●　　■　　●　　●　　噛　　”　　o　　●　　●　　噛　　卿　　●　　●　　o　　●

●尊、．●°・サ卿o●○．鱒●・・嶺剛o°・o

o　　　　　嚇　　・　　●　　．　　り　　o　　o　　●　　・　　管　　・　　o　　●　　●　　鯵　　●　　●　　■　　o　　轍

＿＿＿．．
＿＿＿＿

∴＿＿．＿＿∴∴、，

　・　　．　　　　　　　　　　　1

o　　斡　　o　　●　　●　　．　　，　　o　　●　　o　　●　　O　　O　　o　　●　　’　　鱒　　●　　O　　o　　●　　り

＿＿＿；、＿＿∴＿

＿∴＿＿＿．＿．．1

．齢●．謄幽，．．畠．・．．．勝頓．’
9．．喚

o、，・°°o．？°6．「°・髄，●．°●●

＿．＿．∴＿．．∴。．1．騨

Mαγtinottieita－一

Rotwlas－Epani一

des＿一一Cibtctdes
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VI奈良盆地の微化石群集

　（1）地　質　概　要

は中新世後期（P。n一㌻π7点，4／　，，，馨X一

騰ζ灘轟幾鋸璽ll

亜沿岸帯生成である

とし，そして両者は

癒灘
滋
羅
－
亀
～

裟
蟻
馨
、
ρ
誉
溺
”
診

羅
鶏
渉
ざ
蹴
イ
N

　　　　　　　　　　1°一゜m・
　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．7．　Map　Showing　the　Localities．

整合的に接して1つの沈積輪廻に属すると報告した。また特に藤原層の模式地，奈良市古

市南東方の藤原旧陸軍射撃場付近の地質について詳説され，その上部細粒砂岩産出の貝類

化石の研究結果から，下位から距η伽ZZα帯およびCra．ssa，telliltes’　iXの2帯を識別されてい

る・ここに報告する微化石内容も同じくこの模式地の好露出地点から得られた結果であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　のる・その後・1951年にいたり粉川昭平は奈良盆地全域の地質および火山岩類の研究を行い，

さらに最近にいたって最後期鮮新世とされる白川池累層産出の植物遺体に関する研究発霧

があり・その後も詳細姻蜥究が続eナられている。・955年，坂本靴当地域噺生代

層の層序と構造とについて詳細な研究結果を発表した。それによれば，上記藤原層を藤原

層群とし，基盤上に直接する礫岩・花崩質砂岩構成の厚さ約150m．の部分を岩淵累層と
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し，その上位に整合的に接する貝類化石を豊産する凝灰質細粒砂岩もしくは砂質泥岩構成

のものを：豊田累層（層厚約150m．）としたっそして上限が鮮新世最後期生成の白川池累層

に不整合で被われたこの藤原層群の地質時代は中期中新世であるとしたが，その根拠とな

るべき産出貝化石として彼は次のもめを列挙しているっすなわち，Acilα（Acila）sp．，

Cαrdium　ogurα1，　C・sp・，　CrαssαteZlites　m・ctkiγctnbαi（MS）・Cuspidαniαsp・1・C・sp・2・

CγcZocαrdiαferrugir7eα，　C・siogαmensis，　DoStniαsp・，　Lucinomα
‘‘αcutilineαtu㎡’・Mαcomα

op励α，　Nuculαnα　pennuta，　N．（Sα　ccellα）kongten　

tts，　Ostreα（Ostreα）π壷σsα（MS），　Ph．ctacms

i・u．m・emsiS，　Pimz・・p・1，　P．・p．2，　Septi．fer　sp・，　S・len・P・，　S・L・n・en・p・・7セZ伽・p・・

V：・Z・eZl・・p．，　Y・Zdi・　・α9ittaii・，　A・t・侃卿・nensis，　A・ci’str・Z・pi・s　・p・，　C・1γpt・α…　m，・mlmil・ii・・

C：yli・枷・・p．，　FuLg・・α・3α・p・，　N・ss・競・imi・・ε，　P・伽・・‘・ZZり…瞭・ε・・si・・P・i・i・u…戚・・

Pωραsp．，　Rt’ngiculαsp・，　Siphonctriαsp・，7協cZαsp・および　TurritelLαsp・である・なお

そのさいに，小型有孔虫化石，Margirmlinαsp．，」9漉痂7zαsp．，　Uvigen’nαsp．および

Globigerinαsp．の4未決定種をも併記している。以下本文で使用する地層名は坂本　亨の

ものを引用する。

　資料は上記したように，模式地藤原射撃場の南側の崖から東方の小川の崖（Fig・7）に

わたって分布する凝灰質細粒砂岩ないしは砂質泥岩構成の豊田累層から得られた11個のも

のであるっFig．8（地質柱状図）に示すように，資料採集の対象とした約140m．の豊田

累層はほぼこの累層の全層厚に近いものであり，下位の岩淵累層との直接の関係はここで

は見られなかったが，坂本亨によれぱ近接地域で漸移整合関係であることを認めているっ

　　　　　　　　　　　の
上限は棋山次郎（1931）の命名になるいわゆる三百断層によって限られており，白川池累

層と接する。ここでのこの断層は東側に約30m．以上の断層破砕帯を隔てて豊田累層の砂

質凝灰岩と接するが，その破砕帯構成の角礫片はほとんどすべて豊田累層構成の細粒砂岩

片である。全般に走向傾斜はN20°～30’E，　W40°程度を示し，現盆地中央にむかった単

斜構造を示している。下位層準1から3付近の採集地点で坂本　亨は貝化石，（1γclocαrdiα

食rrゆ・α，　D・nt・Zium・P・・　LUCi・・mCt“・・Utilin・αt・m”・M…mα・ptiVa・ZV…L・na　P・nnul・・

Tellinα　sp．および7拐7痂θZZαsp．の産出を報告している。筆者の観察では，　IMacomct　optivct

および翫rr翻Zαsp．が優勢なようであり，上記棋山次郎のTuniteLlct帯にほぼ相当する

ものであろう。4層準以上のものは射撃場内の南側崖から採集したものであり・5・6お

　よび7層準付近から同じく坂本亨によって貝化石の豊産報告があり，前記した藤原層群

産貝化石からLucinonzα“αcutiZineαtum”，．llfacomαoptivα，　Nuculαnα（SαccelZα）korigiensiS

　およvt　Yoldiαsa，gittariαを除く残り全部が列挙されている。筆者のごく皮相的な産状観

　察からみると，CrαssαteLlites属のものが優勢なようであり，棋山次郎のCrα58αごc倣e5帯セこ



36

ほぼ相当すると思わ

れるcなお，この帯

の細粒砂岩相から同

じく棋山次郎は破損

した小型有孔虫未決

定緯，卵漁m｝・s・Pr

および　Giobigerinα

sp。の2腫を報告し

ている。上記坂本も

こ㊧層準付近から前

記したように貝化石

と共に小型有孔虫未

決定種4を報告して

いるのである。この

5層準から以上の層

準には石灰質n◎dule

を多く挾在し，産出

化石は保存良静であ

り，後述するぶうに

小型有孔虫化石も署

しく豊産する層準で

もある◎しがし最上

位11層準の凝灰岩か

ら得た資料からは個

体産出なく以下論述

から除外してある。

　（2）　群集組成

　化石の処理方法は

さきの三次盆地の場

令と同様であり・各

層準薇に無作為に．

2◎◎個の個体を選患

多　井　義　郎
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した。Table　9の中で総個体数が20◎個に達していない層準のものは最初の資料2009．相

当量に含まれる全個体数である◎

　全種数は117，うち決定種85，未決定種32であり，これらは14科41属に分類される。以

下Table　9・憩および111こよって解説する。全層準を通じて種・個体数をみるとi4層準

と5層準との間に著しい変化境界がある。属の単位で著じく優占するものをあげると，

Ro6ぬs，0涜8ε加αおよびCibiCidesの3属をあげることができる。　Faunule区分からす

れば・4層準以下を含むRobutus　Fatinuleと5層準以上のRoδぬs一α6♂c∫4θ3三砺‘8iε磁α

Faunuleとの2つに識別され得るが，この後者Faunuleはさらに2つのSubfaunule区分

が可能である。すなわち・5層準から8層準までを含むflanxαwαiα　一一　Rota　Ziα　一　Nonionθllα

Subfauriuleと9層準以上のCα謡砒伽α一Lα8θ照Subfaunuleであるd　　’

　まず下位のRobulus　Faunuleについては種・個体数著し’く僅少であり，浮游性有孔虫

化石を含まず，その大半がRobulus属のR．　nikobαrensisで占有されている。次の上位の、

Robulus　一一　CibiCides　一一　Uvigen’nnt　Faunuleについては，種・個体数が著しく増大し，浮游性

有孔虫化石を豊富に伴引とギ・う特色がある。内容は石灰質有孔虫がその大部分を占あ，

Robeslus属にあつては特に7から10層準にかけて優勢であり種も多く，なかでもR．

lua’dus，　R．　ntkobarensisおよびR．　psenderotulatassが著し鮎・O　CibiCides　esは下位層準の5

と上位層準の8から気0において著しく，内容はCpseitdθesR8eriaRmsカ9圧倒的に多い◇

Uvigehaa属は特に下位層準において顕著であり，上記2属が上位層準において比較的著

しいのと対照的である。内容はU．crassicestataおよびU．競漁島が主である。この

Faunuleを細分する下位の飾7乙9α繊‘α一R伽Z‘α一ハbπ60πεZZαS繊bf簾nuleにあっては上記

Faunuleの3属を除き，　ffanzαwαia属のH．厩解o痂α，　Rotaliα属のR．　inflata事よび

R．takCtnCtbensisおよびNo痂7zeZZα属のN．　miocenicαが比較的優占する。これら3属の　　．

種は次の上位諸層準では不顕著となり貧弱な産出であることに注目すべきであろう。次の

Cαs5εdμ伽α一LαgeπαSubfaunuleにあっては，　Cαssidulinα属のC．　subglobosα，　Lagenα属

のL．αc誠c傭α，L．　stiiatαおよびL．　Lαevisなどが主内容となっている。

　以上述べたFaunule内容から或程度の豊田累層生成の環境変化を推定すると，徐々に増

深化されていった海浸期途上の堆積物と想定してよいと考える。特に上位Faunule中に

おけるNOiガonおよびRotαlia属などの上位層準への減少，　CαssiduLinαおよびLαgena

属などの上位層準における増加傾向などはこの海況想定を支持するものであろう。

　この奈良群集の特質を示すものとしては，特に種・個体数の豊富な上位FaUllule，すな

わちRoう認欝一C翫磁ε5一こ痂8ε疹澱FaURU｝e，の内容に着目すべきであろう。これはその

大部分が石灰質有孔虫化石で占有されておll　t　Robugtis，　N掘osαぬ，　LCtgene　zodosarfa，

室
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V（tginuliniceおよびLngenct諾属主構成のLagenidae科のもの，および、　PICtnulinα，　Hαn・

zαwαiαおよびCibiCides諸属主構成のAnomalinidae科のもので代表されており，つぎ

に碗‘ge伽α一属主構成のBuliminidae科ρものが古めているのであって，砂質有孔虫化

石は比較的低頻度産出である。

　以上の内容をもりこの奈良盆地のFaunule系列は，さきにのぺた中国地方諸盆地で識別

した系列のどの部分に対応するものであろうか。これについては次のFaunule系列の比較

の項で詳論するが結論的に若干触れておくと，Table　11中にも示すように，この奈良の

特に上位Faunule・Robulus　一　Ci　bicides　一一一　Uvigen’nαFaunule，が中国地方におけるLαgeno－

nodosαriα5cαZ而s一こ痂8e㎡1zαcrαssicostatαZonuleの下位Faunuleに対応させるにふさわ

しい諸条件を備えている。次のWの項で述べるように群集組成が酷似することのみならず

他に共通した地質学的現象を具備しているからである。この奈良ではMiogγpsin，，，　Ope”

culinαなどの高等有孔虫化石は未発見であるが，上記Faunuleに引つづく下位のRobuZus

Faunuleは中国地方におけるMiogypSinct　kotoi　一一（）perculinαcomplanαtαノαponicαZonule

のFaunuleに対応される公算が強い。岩淵累層の微化石内容を明らかにし得なかったが，

上記Zonule境界は豊田累層中に引かれ，．一連の凝灰質細粒砂岩の岩相上にこの境界を識

別することは困難であって，微化石層位区分上，非常に重要なこの境界は具体的には藤原

射撃場内南側の監的壕直上の崖である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　9

　　　　　　　　　　　　Distribution　of　Nara　Foraminifera

Species

Lituolidae：

　（lyclご11”〃2’，1α　ゴ，ltゴ5α　（STACIIE）．，．．，，．．，，．．．．，

Textulariidae：

　Text〃aria砂’乃05”り’α　（SCH　WAG1弓R）．．，．．．

AOエneuilinidae：

RobitLt｛S

Faunule

1 2

1

3

1

4

Rob㍑lus－Cibicides－一

Uvi　geγina

　　Faunule

Low．　Subf．

5 6 7 8

Up．
Subf．

9 10

1

1
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慕oτ．Nos．
Sp6cie品　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

　　Cau勿物（Psendggandryhza＞
　　　∫5hikiensis　AsムNO…………………………

　　Cau勿伽（Psendegandryinの
c｛．09αASANO………・・一…………一・・

　　Gattdryina　Nabe　i　ASANO＿＿．．．＿＿∴．．．．．＿

　　Gauityina　cf・N・bei・AsムNO＿＿＿r＿＿

．Gandryin¢ita．tsucliidai　｝cgl◎＿＿＿＿＿

Miliolida¢：，

S帥りZOC駕伽αCO翅撫nis　inciSa　CUSHM蝋

spぎr・εeculika　sp．　IRdet．．＿＿∴＿＿＿．

Si　gmoi　liηa　imamuγa　

i　TAI　L．．．．．．。．D．．．．．．9．嘩．。

S堰〃20il伽伽‘f3（CZIZEK）＿＿＿＿＿＿

Sigmoil伽sp，三ndet．．’一＿．り．＿＿．＿＿．。．

馳。、幽戯＿＿伊＿∠……＿…．．

Trochamminidae：
　Trocha〃1〃lina？　sp．　i　n　d壱t．．．．．．．．．。．∴＿．．．．。．

Lagek三dae：

　
R
o
b
μ
l
t
t
S
　
b
i
c
o
s
t
a
t
t
e
s
　
A
＄
ム
・
N
O
．
。
＿
．
．
．
＿
．
．
．
．
．
．
＿
．

Ro∂〃〃5　calcar（LINNムEUS）＿＿＿＿＿＿

RebUtas　cf．　ietms（C饗sm耀　AN）＿＿＿＿

R・励s加na・imPlex（KbCH）＿＿＿．

　Rob〃1〃31ucidus（CUSHftlAN）＿．．．＿．．．．．＿．

RobuStes物励傭躍s‘s（SCH　

Wム麗嚢）＿＿＿

Robulus　e　

f．襯0ε7短s　ASANO＿＿＿．．＿＿．

　Rob〃li｛s　Pse〃dorotuL’2tors　ASANO．．．＿＿．．＿．

tRobuk｛s　c｛．　sxragaensis　AsA　

No＿＿，＿＿．．

Robulu£yos励akiensis・Cm3！＆NA　

KASEKO

Rob〃lus　n．　sp．僕＿＿．＿＿＿＿＿＿．＿

R伽幡臓．sp．　P＿＿．＿＿＿＿＿＿．＿

Ro珍ult‘s・sp．　indet＿，．＿、＿＿＿．．＿．．＿

　Marg吻1伽αo〃2吻NEUGEBOREN＿＿＿

　Margin〃ご伽cf．　glabra　D’ORBIGNY＿＿＿

　Ma名ginuline　2％Ct3％d　2i　A§A　NO．．．．．．鱒。。．．．．。．．．

Margmulina　sp．　indet．．．．＿＿＿＿＿＿＿

1

2 4
8
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　一＿．．　　　　　，Hor．　Nos．
1ごSpcci・、”冒’、、一一一～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

1

1」りel；talillグtllsec’（1（Scl1WAG1二R）．．，＿＿＿＿

　Z♪ω〃‘」〃，3‘ど　cf．　sol’〃ご7　ASANo．。．，，．，。，．，，．．．．，，

　Pρn’‘ど〃tl‘どSP．　indot．．．．．．，．．＿，．．．．。．．．，＿．。．

　Arodos‘どη‘8　tOttβ’sca’‘1】D，01｛BIGNY．，．．，，。．．。．．

　Aわ405‘〃’a　cf．　IOIIg’5αε’a　1〕，ORISIGNY．．．．，．

N｝（loSaria　ltotOCilsiS　A　 SA　N　

O．．．．．，．．．．，，。，．。．，

　Arodos‘ぴ’a　Pツrt〃‘11コ，OR瑚GNY．＿．．。。．＿．．．．．．

A励5‘lria”ρ〆’ebrat’5（BA’rs（川）＿＿．．＿．

A「odosa　ri‘どn．　SP．＿．．＿＿＿＿＿．＿．．＿＿．

　A「o‘los‘trta　SP．　indet．．．．．．．．．．．．．．．．，．．＿．．．．．．

　、Lage｝to’ioao5‘〃”‘どル々〃51”，〃ae　3S’3ハ・SA　N（》，，．

乙α9ρ翼amoaosavia　scataris（BA’rSCII）＿＿．．．

LagC｝vano♂OS‘1γiαscataris
　　　sa　94〃1’e）rsis　A8ANO　　　°°’°°°°°墨゜°’”°’’’”°

　1二‘’igcno）；otlosari‘ど　sp．　indct．．．．．．．．．＿．．．．．．．．

　＆lr（IC　lll‘lr’‘‘　‘lk”aejrs’31、VASA　＆　1くIKUCIII

・Sarとlcetlar’‘l　SP．　indet．．．．．．．＿．．．＿．．．＿．．．

，Vaginttlina　c　

f．　yosl3伽，）ltlCIISts

　　　IN‘⊃UI弓＆　NAKA8EKO’”°°’°”°°’°°’’”°’°°’°

　Iia∠1’，2”〃〃‘ど　sP．　indet．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

　ムロ8ω7α　（1　cut’‘05’4　1｛KUss。，．．．，。．，，，．．．．。．，。．．

Lage｝ia　laev／5（MOM’ムGU）．．＿＿＿．＿．．＿．

　Lageiia　cf．’aev’5　（MONTムGU）＿．＿＿＿，，

加gelt‘・Pe〃どκ’面（、1｛⊃NTAGV）．＿．＿＿．＿

　Lage〃a　5〃ノ‘1’‘1（D，ORILIGNY）。．，．。，＿＿＿。．．

Lagena　sutcata　sρεcαfα

　　　Cu811MAN＆　McCUI、Lo（川゜°°”°’°’’”°°°’°°

　」乙a　S・ell‘ど　sP．　indet．．．．＿．．．．．．．．．．．．．．．＿．．＿．．

Poly！norPh葦nidae：

　C〃〃〃〃，la　irrL・　9’〃‘どプ’5　（1〕，01UIIGNY）．，，＿＿

Gε‘εMi翼αc£．　ieishi，1αりi

　　　Cu8HMAN＆　OzムWA°”°°’°°°°°’”°°’’’”°°’

　　Gt〃8’1f〃‘・SP．　indet．＿＿＿＿＿＿．．．＿＿

Nonionidae：

　　Aron’ω8ノα加π’α’〃凄∠、　SAN‘〕．，．．，．．。，．．．．，，．，．，．．

　　A「on／o，’π‘」ゐosoellse　ASANO＿＿＿＿＿．．＿，
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　一＿一一　H。，．N。。．
　　　Species　　　　　　　　、一、一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

1

1

2 3

　　　　No〃伽scaPham（FICIITEI・＆MOLL）＿．．．

　　　　ハ「onion・umbilicat〃lum（MoNTムGU）．．＿＿．

　　　　ハron／on　sp．　三ndet．＿＿＿＿．＿．＿．．．＿＿．

　　　　

Nonionella　miocenica　CUSI孤！AN

　　　　N・qi・”・tl・・p・ind・t……・一……一・・

・ポ・

EIPhidium　’tsecdai　CHIJI＆NA　

KASEKO＿
　　　　左Zρ乃∫♂ゴ〃〃1spらindet．＿＿＿．．＿＿．＿＿．．．

　　　　

EtPhidiella　momiyamaensis　UCIIIo＿－t＿．

　　　Buliminidae：

Bolivina　cf．　robttsta　BRADY＿＿＿．＿＿．

　　　　R・u∬・〃・1Sp．．＿＿．．＿．＿＿＿＿＿．＿＿＿．

Uvigeγinαcγassずcostafa　SCHWムGER．。＿．＿

　　　　σ”’9〃加αごf．加otsi　RANKIN．．．．．．．．．．．．＿

Uvi　geγiMαnitidula　SCH　

WAGER．＿．＿＿＿．

Uvi　gerina　sabpeve　grinα

　　　　「　CUSHMAN＆KLEINPELL………°°’……
　　　　　Uvigerina　〉・。b・i・A・AN6．．＿＿＿＿＿＿．．．，

　　　　　Hojウkinsina　sp．　indet．＿＿＿＿＿．．．＿．＿．．

AnguZogeγind　c　

f　occidentatis（CUSHMAN）

　　　　　Ang〃Logerina　SPr　三ndet・・∴……………　…

　　　Ellipsoidinidae：

　　　　　

EttiPsonodosaγia　lepidula（SCHWムGER）＿

　　　　　E〃iPsomodosaria　sp．　indet．＿＿＿＿．．＿l

　　　Rotaliidae：

Discorbis　c　

f．　oPercutaris（D’ORBIGNY）＿

　　　　　DiseoPuZ伽〃lina？Sp．　indet，＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「

　　　　　ValVulineiria　sadonica　ASANO．．＿＿＿．＿

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　剛伽〃吻・？・p・i・d・士・．∴……・……・…・

　　　　　G脚∫」勿α30〃anii　D’ORBIGNY＿．＿．＿．＿

　　　　　（卍yro　idt〃q　sp・三ndet・…　…・一……∴・……　…

　　　　　EP∂lnideぎノ’rigゴdus　（CUSHMAN）＿．＿．∴．．＿

　　　　　EPonides　frigid〃s「‘atidus

　　　　　　　Cus11MAN＆℃OLE°°°°°”°°°’°°°’’’’”°°°’°”

　　　　　EP・”漉・praeci・・t〃・（KA・1・SER）・・……・…
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　＼・一一・・一一．．．、　　　　H。r．N。s，
Species　　　　　臨輸””噸’～一～一一・＿＿、一．＿．

i
1

’lp　mides　n．　SP．α＿．＿＿＿＿＿＿，＿．，

Es｝擁｛歪es犠．　sや，露＿．，＿＿＿＿＿．一＿

　伽，3’des　SP．　indct．．．．＿＿＿＿＿＿、．．．

　Ro’Ct　titl　becc‘trii加’‘τ’‘l　feils’s　TA　KA　VA　NAGI

Retalia”ψ‘lttlくSl　CsVl・　NZム）＿＿＿＿．．＿

　1ぜo’ali‘1　cf．’njl‘te‘1　（S　EG　VENzA）　．．＿．．．，，．．，

　Rolalia婦徽i5e’isis（1畷ZA　KI）＿，＿＿

Rotalia　tOchigi“｝isis　ucm　

o＿＿＿＿、一＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ie・’・・”・l　sP．　i・d¢t．．．＿＿＿＿＿．＿．，

　翫認癩，rotgeilSIS　A．9AN《》一＿＿＿＿．＿－

Cassidulinidac：

Epistgml’te〃酵ノ‘ψo’雲ξ‘‘ε（ASAN｛》）＿＿．．。．

　βがS’0〃3’〃e〃ad。ノ‘ψω3’ω（AsムNO）．＿．，．

Cαss簡‘lina　ln“rgaret“KAR職R＿＿．．、＿

Cqssidt’1’襯擁旗“c難欝脳蝋＿＿＿．

α353’（1〃伽5’tbgtobosa　B　RA1〕Y＿＿＿．＿．

C田◇s亀o繍“黙羅縫e：

Puttcn’“卿2な“ct・b“（REUs紬）＿＿．＿＿．

Anoma蓋葦nid“e：

Plani‘昂；”　niPponica　A　sA　N　

o＿＿＿＿。一＿

1’・ta・tt〃〃na耀〃儒’ω弄（s《川wAGE翼）．．．＿
o

P1醐14伽sp．三tidet、＿＿＿＿＿＿魯＿＿。

Ilanza　t‘°α’a｝iiPPo〃i‘αAs州‘⊃＿＿＿＿．．．

｝漁灘拶磁tagaegsis　A　

s醐く》＿＿＿＿＿＿

Ha｝natvaia　d．　t‘lgaCtrsis　A　

sムNO＿＿＿．．．

撮鞭醒槻毎sp．葦Rdet．．。＿＿＿＿＿＿＿

Cibtcides　lobatttlns（NVAI・KER＆」ムCOil），．，

α蝦465細‘メ・謝82珈紛（c響欝翻ムN）＿

DyocibiciSes　bis酬α乙｛s　　　　　　．
　　　Cv811“1ムN＆VムL蝋丁王澱窪’°φ…・・…・……

B＞・ocibici4es　PerfeVata．，

　　　CUSmいN＆VAL1こNTIMニ………………

Totah擶0犠燵o‘bon亡honlc　Foごa瓢ln三f“ra

、

3

Pdag三c∫orm5…，・・．・＿・．．・＿．。．．。。。韓．9＿．．＿鱒
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　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　『　　’　　Tab董e　薫◎

Dis糎ib撮三◎織of　the　D◎擶i蓑a滋Ge塁eぎa◎f　Nara　F◎famiRifeza　　、

　　　　　　　　　　　　（N職bers；％）

34
．

s

＼

1

c⑳idryina＿＿＿．．．＿。．＿＿一，

1〈cbzal〃s＿＿。＿∴．＿．＿＿＿

ム’odcsaria＿＿＿．。＿＿＿＿

Zαgenonodosaria＿．．＿＿＿

Vaginul加α　＿＿．＿＿＿＿

Lagena＿＿＿＿．．．＿．＿＿．

ATonion　．．．＿．．．＿．．，．．＿．＿＿．

八renionella＿＿＿．＿＿＿＿．

Uvi　gerina，＿＿＿＿＿∴＿。．．．

　　　It
EPcnistes∴＿＿＿．．＿＿∴＿．

Retalia＿；＿＿＿＿＿＿．＿

c捻ss淑脚∴＿．＿。＿＿＿

Pla鷲ecli雑a

Hanzaua　

i　a＿＿＿．＿＿＿＿

αゐゴcides。。＿．＿。＿＿．＿．＿．

Rθ老｝麓ε裏‘s

Faunule

1

66。0

2

94．0

3

80．0

10．0

4

t

50．0

「

Robulus＿Cibicides－一一1　”

こ7びノ9爵π2　　　　　．．」

　　Fa磯犠玉e

Low．　Subf．

5

1．0

5．0

1．0

2．0

6

2．0

4．0

6．0

12．0

21．0

5．G

5．◎驚

三．◎

4。0　　8．◎

6．0　　8．0

18。0．　　6．5

0．5

0．5

1．0

5．0

1．5

51．0

6．5

2．0

7

15二〇

25。0

10．0

3．3

10。◎

3．3

13．3

16．7

8

Up．　Subf．

9

2。7　　6．0

20．0　　16．0

0．9　　3．0

0．9　　2．5

4．5　　1．5

0．9　　6．5

1．8　2。d

　　　1．5

烹0．0　　6。◎

憩。0　3。5

2・7　．4・（｝

　　　11．5

4．5　　1‘5

2．7　　3。0

34．5　　17。5

lo

1
　2．5

16．0

　4．0

　2．0

　0．5

　3．5

O．5

　1．0

’5．5

　4．5

　2．5

　9．5

　6．5

27．0

　　　　　　　　　VII　’各盆地相互のFaunule系列の比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　各盆地で識別してきたFaunule系列を相互にながめてみると，　Table　11で示している

ように非常に類似した群集変化の系列をもっているものであることが判明してくる。

　最下位りFaunuleとして識別したル伽8γP5∫7zα，　Opercultrn層準のものはどの盆地のも

のにあっでも，僅少種のみによってその構成の大部分を占められるという傾向が認められ一

る。代表属としては高等有孔虫化石ル勧gγρ伽α，（ipercutinaと共に小準有孔虫化石Rotc’：　一
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1iα，ハ1b漉oη，　RobulusおよびElplddietLα　tsどをあげることができ，その種は各盆地の主構

成要素となっているがその個体数の増減変柘は著しく，浮游性有孔虫化石を伴わず，不安

定な群集型を示すのがこのFaunuleの特質である。これは岩相上の変化が著しいことと

も符合し，碓積初期p揺蓉性ある環境を反映しているものであろう。1このFaunuleは奈

良の場合を除き，一般に海域化最初の粗粒相を代表している。

　下位から第2のFaunuleは各盆地Faunule系列中，最も重視されるべきものであって

種・個体数著しく豊富であり，特に石灰質有孔虫化石がその大部分を構成し，・砂質化石は

貧弱であり，浮游性有孔虫化石を海域化最初のものとして豊富に伴ってくるという特質を

もPている・このFaunuleはかなり共通した群集型を保って，安定して広範囲に秀布す

るものであることが判明している。RobulUS，　Lαgenonodosariα，　EltipsonodOSαrict，　Eponides，

防∫8廓ηα・Hanzαwαia，　Cibicidesおよび0α認ヴηα諸属の種がその主内容となり∫下位

Faunule’から引続いたRetCtLiαおよびNonton両属の種は低頻度産出となる。しかし各盆

地に共通する種をもち，安定した群集型構成要素として広範に識別される属としては，

伽師・α，R・b晦・・ing・・・…d・・αri・，　VagεnuZin・，ひ・ε9・畝恥η乞d・・，　R・t・・li・，　C・∬εdu一

Z6舷およびCibiCidesをあげることができる。概してこのFaunuleは細粒相を代表してお

り，海況が広範にわたって徐々に安定して増深化をとりつつあった期間を示すものとして

も，意義あらしめるもので昂ろう。ここに注目すべきは浮游性有孔虫化石の最初の出現の

意義についてであって，G「lob．igerinαbulloidesおよびGloborotαliαSPP．などを主構成とす

為群集出現層準をこのFaunuleの最下限とすることについては，同一時間面として極め

て有効に利用されうることに筆者は充分の意義を認めているからである。各盆地相互の対

隼にあっては，この下限は最も重視きれる尺ぎであって，これをもつFaunuleは1つの

鍵層として充分活用できるわけである。ふくして以上の諸条件を具備した各盆地のFaun．

ule・すなわち・三次盆地のRobulus　一　Rotaliα一EllipsonodosαriαFaunule，庄原のRoゐぬ5

“R・彦・li・一殿P・・n・d・sα・i・一一Ep・nid・・　Faunul・，新見のL・9・n・1・・d・編・－R伽Z姫砲・

8伽α一魚・襯・i・Faunul・津山のR・b・1・ts－N・ni・n－G・・吻伽一翫8・π・αFaunul・お

よび奈良のRo6ぬs二C蹴c6♂e3一碗ε881で7zαFaunuleをそれぞれ相互に対応せしめることが

可能となる。したがらて，これに引続く上述した下位の第1Faunule，すなわち三次・庄

原両盆地の6やθrc読1zα一Ro6αZ‘α一1％痂oηFaunule，新見のRotaliα一RobuZus　‘　Elp．乃idieZlα

Faunule・津山のOperclpZinα一Rotaliα　Faunuleおよび奈良のRobulus　Faunuleをもそれぞ

れ相互に同層準に位するものとして認めてもよいと考えう。省盆地におけるこれら第阪と

第2のFaunule境界は，後述するように，中国地方薪第三系微化石層位区分単位として

のZonule境界と一致するものであって，具体的には下位のMiogypst7n　kotoi－一一　Oρereulina
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conipLαnat｝L　idponica　Z　onuleと上位の　

　Lαgenonodosarta　scaZα1’is　一　Uvige「ina　c「αsSiCOSiatα

Zonuleとの境界に相当する。またこの墳界と岩相層序区分境界との関係ぽ，三次・新見

および津山盆地においては，粗粒相と細粒相との境界，すなわち，備北層群下部砂岩層と

上部頁岩層との境界，に一致し，庄原盆地にあっては一致せず，下部砂岩層中にあり，ま

た奈良盆地にあつても藤原層群豊田累層中に求められるという結果を得た。

次に第3のFaunu1・についてt＃L，現在までに識別されたのは・三次・庄原および津山

の中国地方における諸盆地のみであり，このF．aunuleは依然としてLagenidae科を主と

する種p属で代表され種・個体数の：豊富なものであり，浮游性有孔虫化石も豊産である。

この第3Faunuleは第2Faunuleと異なって，　BαthγsiPhon，　HαpLophrctgmoi（les・CγcLα1ii－

mina，　Ma　rtinottietla，0側の卿αおよびSZ8濡o∫伽α諸属の砂質有孔虫化石種が相対的に

激増してくることがその特色であり，、この量的差異によって第2Faunuleとは区別してい

るのであって，これは上述の第1と第2両Faunuleの間におけるほど質的に明確に差異

のあるものではない。三次盆地のRbbul　US　一　lltTartinottiellα　一　HapLoph「agmoide・S－Eponides

Faunule，庄原盆地のRo　bu　zts　r－　IMxrtinottiellα一一　U’vigerinα　一一一　Eponides　一　Ci　bi（cides　Faunule　）｝cs’

よび津山盆地のMartinottiellα一Robalus－Epoηides　一　Ci　biCides　Faunuleをそれぞれ相互に

対応させることができる。これらのFaunuleはかなり広範にわたって・安定した同一群集

型を保っていたことが知られるのであり，同時にこれらのFaunule内容は・かなり海の深

化がすすんでいたことを示すものであろう。新見盆地でク）筆者が取扱った断面からはこの

Faunuleは識別できなかったが盆地内の何処かに存在する可能性が大いにもたれる・奈良

盆地ではこの可能性はないであろう。この第3Faunuleは第2　Faunuleと共に・Zonule

区分からすると，Lα8θηoηo‘103α加．5cαZαrj5㌍砺唇8加αcrαssicostαtαZonuleに包括してい

る。このZonule一はかなり顕著に広範に認められるも㊧であって，中国地方新生界におけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あアリ
る微化石層位学上の対比の鍵層として活用できることは既に報告した通りであるび　　1

　第4Faunuleとして識別されるのは，三次と津山の両盆地で認めたものであづ゜て・上記

の第3Faunuleとは顕著に区別される。すなわち，このFaunuleにあっては石灰質有孔

虫化石は全く認められず，すべて砂質化石で代表されており，HαpLophrαgmoides，　C「ibrOSr

tomoideS，　Corclαmnzinα，　Plectinα，　GoEsellα，ルfartinOttieZZαおよびTrochαmminα諸属のもの

が主内容をなすが，また屡々個体産出を欠く層準をもつこともその特質である・浮游性有

孔虫化石もごく僅かに伴い，内容はGlobigen’nCt　butloidesである。三次盆地のMartinot・

tieZlα　Faunuleおぶび津山盆地のPlectina　：－r　Trochanznzinα一HapLoph，αgMoides　Faunuleが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あゆ
それぞれ対応されるSのである・これらのF4・nul・．は脚嘩者が報告したように・山陰
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地質区で識別したCYclαMM・ina　SPP・一一・　HapiophrCtgrneides　SPP・Zonule（PF帯）に含まし

めてよい条件を備えているものであって，その報告誌上では山陽側，すなわち瀬戸内地質

区，ではこのZonuleは存在しないと予想したのであるが，ここに確認し性格を把握し得

たわけであるから前回の報告を訂正し，存在を認めることにしたい。山陽側のこれは，山

陰側におけるこのZORIIIeの下部の1部に相当するものであろう。このFaURuleは庄原

および薪見盆地において，将来見出される可能性が大いにもたれるが，奈良盆地では不可

能であろう。このFaunuleの下限は備北層群上部頁岩層中にある。

　かくして，ここに取扱っている西部瀬戸内海成中薪統はFaunule区分からは4分され，

Zon　u｝e区分からは3分され得るわけである。そして筆者はここに，　La8enonodosαriαscα・

laris　一　Uvigerina　crctssicossαtec　ZeR鷺leの最下位FaUftule，すなわち下位より第2のFaunule，

こそが最も，瀬戸内盆地相互の対比の基準として，広範に活用され得べき特質をもつもの

であることを再度，強調しておきたいのであるっこのFaunuleは上述したように，微化

石層位区分の鍵層を指示するものとして優位にあるのみならず，時間層位の上からいって

もtime・parallelに近いものとして取扱い得る理由がある◎すなわち，それはTable　11

のC◎rrelation　Chart中に示された下位より第3のFaun　ule列の最下限に位置づけてい

る凝灰岩類の存在についてであり，以下これについてTable　11を申心として解説してゆ

く。奈良盆地を除く中国地方諸盆地では備北層群上部頁岩層中に挾在されるものである

が，これはあまりにも不顕著で貧弱な存在であるために，今村外治によって山陰グリーy

sフ地域の玉造層群との岩相層序区分からの対比上の’1つの重要な根拠として指摘されて

いる以外には，あまり行届いた検討がなされなかったように思う。ここに取扱っている5

つの盆地を含む西部瀬戸内区内におけるその挾在の意義についてはどうであろうかt中国

地方4盆地のものは，厚さ数cm．から1～2m．程度のもので，同一盆地内にあっても断

続して現われ，採集断面にも挾在されてくる場合とそうでない場合kがある。Tab1¢11申

の（　）印のものは採集断面には認められず，ごく近接した他地点の層準からFaua　u！e　ma

準に相当する位置においたものであるeかくして，凝灰岩がどの盆地のものにあっても第

3Faunuleの最下限もしくは第2　FaURuleの最上限付近にほぼ存在するという結果か

ら，この凝灰岩を境として上・下Faunuleの内容が変ってくるという点を強調したいので

はなく，事実，凝灰岩の挾在とFaunule組成とは無関係の．ものであって，ただ要するに

第2・第3Faunule境界付近に火山活動の1期間が識別されるという意味で，　Faunule系

列と共に表示してあるのである。奈良盆地の採集断面における豊田累層は全部が凝灰質で

あり，特に最上位層準付近は凝灰岩構成の特に顕著なものであることはFig・8の柱状図中
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4

に示す通りである。2・3の盆地の凝灰岩の内容について検討した結果きによれば，ほぼ

酸性岩質のものであることが判明したのであるっかくして，これらの凝灰岩は何処から招

来されたものであるかは明らかではないが，酸性岩もしくはこれに近いものの火山活動の

1時期を表現するものとして，盆地相互にそれぞれ対応する第2・第3Eaunuleの境界

付近にほぼ一致して登場しているという結果を得たわけであり，まことに興味ある存在と

なったのである。ここにおいて第2Faunuleは前記したように，その下限は浮游性有孔虫

化石群の最初の出現という時間面同準を支持する層準で画されておるものであり，上限付

近は上述したように，凝灰岩で示される火山層位学的同準面で限られたものとなるのであ

って，これらの事柄がこのFaunuleをtime－parallelに近いものとする筆者の理由であ

りジ対比の基準として高く評価したい理由もそこにあるわけであるっ

VIII対比並びに結論

　西部瀬戸内地質区に入る中国地方三次・庄原・新見・津山および近畿地方奈良の諸盆地

内分布の，中新世海成地層群から得られた小型有孔虫化石群集についてs．それぞれの盆地

においでFaunule区分を行い盆地相互に比較検討した結果，それぞれ対応され得べき4

段階のFaunule系列を識別し得たっ4段階全部が認められた盆地は三次および津山であ

ったっ庄原は3段階まで，新見は2段階までであるが4段階まで整う可能性がある。奈良

は2段階までであり，第3および第4の上位Faぜnuleは見出し得ないであろう。筆者が仮

設した中国地方新生界微化石層位区分単位からすると，これらのFaunuleの最下位Fau・

nuleは’　Mtogypsiha　kotoi－Oρerculinα　comPlαnαtα　iαponicα　Zonuleに属するものであり，

第2および第3FaunuleはLαgenonodosctriα　s：α1αiis－Uvigerinα　crαssicostαta　Zonuleに・

最上位の第4Faunuleは（1γclαmnzinct　spP・一　Hctptophrctgmoicles　spP・Zonule（PF帯）に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23）26）　’
属するものであるcこの最後者の’　Zonuleはこれまでの報告ではこの瀬戸内地質区には存

在しないと予想したのであるがここに確認し得たわけである。岩相層序区分単位との関係

をみると，中国地方では下位からng　l　Faunuleは一般に備北層群下部砂岩層を代表する。

第2・第3および第4は同層群上部頁岩層を代表するものであって，貝類化石研究からは

ほとんど重視されなかった一連の頁岩相はFaunule区分からは3区分され得るわけであ

＊　当教室，迎三千寿氏に以下3地域の凝灰岩に含まれる軽石の屈折率Nを測定していただいたと

　ころでは，津山盆地安田（橋本淳氏採集）のものではN＝1．519，新見盆地旧本郷村（籾倉克

　幹・神谷雅晴両氏採集）産はN＝1．517であり，ほぼ上述2地域のものはPlagioliparite起

　源としてよく，奈良盆地藤原（筆者採集）産はN＝1．527であり，ほぼDacite起源のもので

　あろうζいう結果を得アこ9　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
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るりただ庄原盆地のみにあっては，第1および第2が砂岩相を代表し，第3が頁岩相を代

表するという結果を得た。奈良盆地では中国地方諸盆地のものとはいささか趣を異にし，

第1および第2Faunuleとも一連均質の細粒砂岩相，藤原層群豊田累層，中にある◎こ

の下位に海成相とされる粗粒相の藤原層群岩淵累層がくるが，Faunule内容は明らかにし

得なかったので，したがってここでの第1Faunuleの下限は目下のところ明らかでないfi

全Faunule中，最も重視されるものは，　Lαgenonodosctriαsealaris－　Uvigerinα　erα8sicostαtα

Zonuleの下位に位置する第2Faunuleであって，これは広範にわたって安定した群集型

を保ち，盆地相互の対比にあって最も有効に活用できるFaunuleである。しかもどの盆

地にあってもこのFaunuleの下限は浮游性有孔虫化石群の最初の出現という時間面同準

を支持する層準で画されておるものであり，他方上限付近には岩相上に，ほぼ同時期火山

活動と推定される酸性岩質凝灰岩の挾在が認められるのであって，かかる上・下限で画さ

れたこのFaunuleはtime－parallelという意味からも高く評価されてよいように老えられ

う。そこでこの第2Faunuleの上・下につく第1および第3　Faunuleをも含めおものを

1つの基準として対比を試みてみると，まず，中国地方三次・庄原・新見および津叫の海

成地層群は備北層群として一括してよいと考えられる。問題は奈良盆地藤原層群と備北層

群との対比であるが，同じ地質区内にあるとはいえ，中国地方諸盆地とは巨離をへだてて

挙り，かなり地質学的諸現象をも異にしている結果，にわかには詳細な殺階にまで対比は

され得ないが，上述の第2のFaunuleを重視するならば，奈良の藤原層群豊田累層は備

北層群の下部砂岩層および上部頁岩層の下部を含む範囲に同準であるという推論を得る結

果となる。つまり，備北層群の下半部が藤原層群の上半部に対比されるということになる
　　　　　　　　　　　　　　　　　25）2‘り
わけである。しかもすでに，筆者が指摘したように，この備北層群の微化石内容は山陰グ

リーγタフ地域のものと密接に結びついており，そしてその微化石層位が山陰における下

部の層位に相当していることが明らかであることから考え合わせると，この備北層群と藤

原層群との微化石層位の関係は，まことに興味ある対比の発展を期待せしめるものといわ

ねばならない。古瀬戸内固有の微化石群集を見出すという点からすると，むしろ中国地方

のものを除く，奈良以東の地域で識別され得る公算が大きいように思う。微化石層位の対

比の問題のみならず・この意味からも奈良に近い綴喜をはじめそれ以東の，一志および瑞

浪などの中新統分布諸地域の微化石研究が，将来興味ある分野となるように老えられる。

i｝1
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G鯉鈎舞ella　ts・に観“歪

　　　UCmO”…………・………

ValvuliR三《至ae：

PZεc鰻控｛乙

鶉ξ♪ゴ｝◎nica　A　

sム難◎

Plectina　sp．＿＿＿．＿＿

Goesetla　schencki　ASANQ．．．

60Use”αsp．＿＿＿．．．＿＿

　Ma〃lmottie〃a　comm〃〃tS
　　　（D’OkBIGNy）………・－

Maノ励・”ゴ〃a　sp＿．＿＿．

　＆rheπckietta　victo／ienSiS
　　　（CUSHMAN）’∵”の’°°°’°’”“”

Miliolidae：

Qtt　in　7tteioc〃lina　s　p．＿．．．騨，

spiyglocgliua‘㈱鴛認5
inClsa　CUSHMAN　………

Spirglocesliua　sp．＿＿．一一

S妻97鴛ρ麗魏窪脅mamasaξTム三

SigmOtliua　schlμm　7e備
　rgeri　S王LV｝雪ST搬’弓唇・◆…聖’…

Sigm・iUna　tenriis（CZXZEK）

s・gm・ゴ如α・p．＿＿。．．＿◆．

1ケ2轡Osp．　．．．．。．．．．，．．．＿．．．．．．

Trochamminidae：

　　Tプocham〃zina　SPP．．＿．．．．．

Arenaceous　Foramlni・
　　fera　ge．　et　sp．　indet．°…

Lagenidae：
　Ro与謬1潔3　認2πof

　　　7rAKAYANムGI鱒’’”°韓’°”鱒

Reb麓lems　bices髭atas　A　

sムN（）．＿

Rebatss　calcar〈LINNAEvs）

Ro罎顔δ編くCgsxMAN）＿
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RoうeiLus　f4Va麓a

　∫ゴ〃iPlex（KOCII）°°……

Ro∂〃♂〃s・lucidZtS（CUSHMAN）

Ro歪潮乙㍑S鴛量海〔｝藝aγe翼S｛S

　．（SCHWAGER）　°°’°一”’”°り”°’

Robutu37¢0‘0朗3∫＆ASA翼0≧．。

Rob㍑忍μS　O7う｛Cttlaγi£

　（D’ORBIGNY）……㌦’°…魯

Rebulas　PseudorotutαtUS

　ASANO……………’°°……

R戯融SsuyPtgae畏slSムSArXllQ

Robutus　tαngens　tsRGy＿

Rebulus　yoshitakiensis
　C｝薮3三＆］冥ムxムs鷺XG　°°’

Ro∂蜘S　n，　sp．α＿＿．．．＿

Rob〃t〃5　n．　sp．β　＿．＿．＿．．．

Rob〃tt｛s　s　p．．＿＿＿．＿＿＿．

Le　2ticulina　asanoi　TAI．．．．．，

Lentical伽sp．＿＿．＿＿

Margin＃Si擁acnt⑳毎
　NEUGEBOREN………°°の’°°

Margi窺tgixa　glβ5ra
’　D，ORBIGNY・°…’∵°”°’韓’”

MargirwLina灘a3μdai
　ASANO鴨’…………“…°’°°…

Mayginntlma　s獄．＿＿．一．
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　ゴ0搬競く養演y・ゆ・…°’°畳゜’∴°…

必）entali”aε〃bsol〃ta

　（C∫SHMム翼）　…畠鱒…幽鱒…

Denta　lina　tauriCO／n，5

　（SCHWAGER）……………

De吻1伽sp＿’＿．．＿＿、＿・R
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Lαgenomodosαria
ノ’ukushimaensis　ASANO・°・

Lagenomo∂oSαriα

　scal〃ノ3（BATSCH）…°…
LαgenonodoSaria　scdlαris

　SagaMtenSls　ASANO°°曾1°’

Lagenonodosaria　s　

p．＿．．．＿

Sarαcenaγia　a耗｛taeれs｛s

　IWASA＆KIKUCHI°’°°°’

Sqracenaプノa　sp．．．．．．．＿．．．．．．

Vaginutina　awaensξS

　ASANO……………………
Vag伽Z伽bradyi
　CUSHMAN　…”°…………
Vag伽linaツoshihamae〃s’5

　1NOUE＆NAKASEKσ
γ召9’〃κZノ”a　sp．＿＿＿＿．．．

五ageuaαc〃tlcosta　REuss．．．

五α9徽zlaevis（MONTAGU）

Lageuα 　1）eγlucldα

　　（MONTAGU）…°’……°…
Lα　genαstriata

　　（D’ORBIGNY）…’…’”…

Lα9徽lsutcαta
　　（WALKER＆JACOB）°°’°’層

Lagenαsutcatαspicata
　CUSIIMAN＆McCuM．OCH
Lagena　sp＿＿＿＿．＿＿．．

Polymorphinidae：、

　Guttttl伽〃reg〃z所s
　　　（D’ORBIGNY）∵…’”°…’°

Gz¢髭〃Zま22α　kishimOUリ歪

　　　CUSENAM＆OZAWA……
GuttttL葦nα（Sigmoidina）Pa・

　‘f少α（CUSHMAN＆OZAWA）
GttttulihαProblemα

　　　D，ORBIGNY　°”°°’°°’°’”°°’°’

　Guttulina　sadoe〃5’s

　　　（CUSHMAN＆OZAWム）…
Gttttulina　sp．．．＿．．．．．．．．．．．．．．

Goobuliza　sp．＿＿．．．＿＿＿

Nonionidae：
Non曇on　9γateIOt‘pi

　　　（D’ORBIGNY）∵°∵…°…”

NonionゴaPonlCl‘m　ASANO＿

Nαnio箆　naleosoe箆se　A　

SANO．．．

Nonion　nicobarense
　CUSHMAN　°°°°°°°°°°’’”°’”

Nonionρ伽がtioides
　（FICHTEL＆MOLL）…’°°
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＼　　　　　＼　　　’Localities

　　　Specie

Nonion　scaPhum
　　（iFICHTEL＆MOLL）…”°
ハlonion　umbilicat麗1麗m

　　（MONTムGU）………”…’

ハ「on；on　sp．．．．＿＿．．．＿．．．＿．

ハronione〃a　Miocenica
　CUSHMAN　…’°°”…’°”…

A’onionella：sp．＿＿．．∴。＿

Eephldium　advenum
　（CUSIIMAN）　’°°”°’’”°°°”

EIPh’d’t〃m　claVatum
　CUSHMAN　…°°°°’°…’“°…

EIPhidium　etigoense
HIJSEZIMA＆MARUIIムSI

EIPhidiu〃z　tsudai

　CHIJI＆NAKASEKO……
EIPhidiz〃n　sp．　＿＿＿＿．．．

CPtibroelPhidium　s　

p．．．＿＿．

EIPhidielta
　　　MOMiYaMaensis　UCHIO’°°

Camerinidae：

　のerCttlina　c伽Plauata
　　　／aPon’ca　HムNZAWA　…

Heterohelicidae：

PLecte∫γondiculaγiα

　　　ノapon’ca　ASANO．……°°’

PLectofrond言cuZaria　sp．’＿

Buliminidae：
Bttlimina　in．fiata

　　　SEGUENZA　’°°°’°’°°’°’∵’°’

　Bulimina　s〃iata
　　　D，ORBIGNY　’°°°°°°°°°°’’’’”°

　翫z翻勿αstliata
　　　初toens’3　ASANO…………

　BZtli〃zina　sp・…・・…　…・∵…

Entosolenia　sp＿＿．＿＿．

Virgulina　n．　sp．＿＿．＿．．

γirguLina　sp・…．……．…．…・

Bolivina　Marginata
　CUSHMAN　’’’”°’”…”°°°°

Botivina　marginata
　masudai　ASANO　…°’°’°’

Bolivina　rpbusta　BRADY。．．

B・liviua典・sp・……………

Bolivina　sp．．．．．．．．．．＿．．．．．．

Re麗sselLa　ac御　leata

　CUSHMAN　……’°曜゜°’°°’…

ヨ
の
o
禽
芝

R

R

R

A

R

1u
i
1
1
N

l
e
qゆ
qs

A

R

C

R
（R）

（R）

R

C

u
l
e
K
n
s
　
J
L

F

R

A－

t

I
邸

三
ω
。
脅
芝

R

R

F

R

qggs

R

R

R

C

R

！
u
i
1
1
N
C

R

R

C

R

R

R

R

R

R

C

C

F

R

R

R

e
tu
e
K
n
s

R

R

R

R

R

C

R

F

R・

R

me
N

R
，R，

R

A

R

R

R

R

（F）

1tls
o
K
1
I
A
I
［

R

R

R

．R

．R、

R．

R

J
e
qゆ
幽
の

e

u
i
e
K
n
s
i

1
t
l
S
p
K
哨
累

e
u
i
e
A
r
t
S
　
J
L

R？

R

C

’い

R・

R．．

（R、）

R

R

R

喋

R．

，，lt．

　　　　汽

’・’

1・

吃

～

一’
｝



54 多 井 義 郎

へ

＼　　　　　＼＼セ゜ca1’ties

Species・，＼’

Re麗sse乙Zαspi癩ZOSα
　　（REuss）…°°’……’°…°…

ICeitミsetlα　sp．＿．＿．．＿＿＿

Uvigerinαcrassicostαtα
　　SCIIWAGER°°°…°°°°”°°一゜’

　　　　　　コ

Uvi　geγiηa：hootsi’RAN　KI喪．．．

Uvigeγina　nitidulα
　SCIIWAGER　・・’・鱒一・・”°°°°”，

Uvigerind　proboscidea
　SCHWAGER　…　…・・’…　°’°’・°

σvigerina　sublりe／Legri〃α

　CUSHMAN＆　KLEINPELL
UvigeγiRα．yαbe　・i　Af　ANo．．．

σvigeri・ia　sp．＿＿．．．＿＿．．，

HOPkinsina　sp．＿＿．＿，＿

SiPhogenerinαsp＿．＿．＿

Angtt　togeγinα

たokora！aensis　A　SA・N　

O　”°

Angntogerina
occ’identalis（CUSHMAN）”°

Angtt　logeγ∫na　s　

p．＿＿．．・．．．．

Ellipsoidin1dae：

EILilPsonod（sa　

ria

　　　ノψ0航αISIIIZAKI…’”
ElliPsonodosaria

　　　lepidnta・（Sc・IWAqER）°°’

ElliPSonodosatiia　s　

p．．．＿．

Rotaliidae：

Discorbis　o♪eγcutaγis
　　　（D’ORBIGNY）’°”…°°’…！

z）iscop．tvi〃ul伽
　　isabe〃eaha（D’ORBiGNY）°°’

Z）iSCOPttlvinttlina

　s　

p．。＿．．

　v’alVttlineria

　　　sado〃icd　ASANO…………

レ’alVulineria　sp．＿．＿＿

G．vroidina　orbicularis
　　　I〕，QRBIGNy　°°°”°”…°’”°’°’

Gyroidinαsol　Janii
　　　D，ORBIGNY……・・：………

　Gyro　idina　s　p．．．．．．．．．．．．．．．．。．．

Eponidesノγε£漁S　　・、
　　　（CUSHMAN）　’°”曇’冒゜’°’’’”

EPonides　frigidus　cαli　ltts

　　　CUSHMAN＆COLE…’6層
E♪onides　haidingerii

　　　（D’ORBIGNY）…一”1”°

Eponides　nipρoniCtts

　　（HUSEzIM人＆MARUIIASI）
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Localities・

　　　　　　　へ

・Speci・・＼
　　　　　　　　　　　　　　　、＼

欝
8
訟

Eponides　praecinctzes
　　　（KAgRER）…………尋…°
Eponides　subprctecinctits

　　　AsムNO…………°…°°……

　Eponiゴes　tana　i　UCIIIO．．，．．．

Epo・niges纏醜磁s
　　　（REus＄）…’……°…’…

Eponidεs　n．　s　

p．　a＿＿．．，＿

、EP・nides　R・　sp・β…・・一…

Eρ幅deS　sp．＿＿＿．＿＿

Rotatia　beccαγ混

　　　（LINNAEus）　………’°伽…

　Rotalia　beccarii　hata－

tatensis　TAKAYANAGI°の顧…
　Retalig　in＃gta
　　　（SEGUENZA）………°”
　Rotalia　takanabensis
　　　（ISHIZAKI）鱒……’……
Rotaeia£od3嫁伽sεs

　　　UCHxo……………曾竃゜……

Rotatia　sp＿＿＿．＿＿＿

Baggina　notoensis　A　

SAN　o　．　．．

　Baggina　s　p．　＿．．．＿＿＿＿

Amphisteginidae：

　・4〃zPkisteg伽sp－・・一…

Cass三d慧1繍da¢：

Epistominella
　　　／aψθRiCa〈ASANO）…’°°…

Epist・m　

inetZa　sp．＿．＿ミ

Cαssi（luLinαlaevigata
　　　ca〆inata　Cuwa】NIAN　　噂脅゜’”

Cassidttli麓αmargareta
　　　l〈ARRER　°°騨騨゜°9’‘騨”°’°”°’

C総ss漁乙漁Paci8ca
　　　C℃rs正1）IAN　　晦ピ゜°°°°噺申゜°6°’騨”

Cass鰻漉無Stcbglobesa
　　　BI｛ADY°川’の゜’°°°°°嶺∩’’”曾の゜eg

　c｛sssiditlina　sp。＿．。＿＿∴・

Ch量三◎stomell圭dae：

　Pπttenia　qt‘吻ue励α

　　　（REvss＞1………’……

　Pt‘〃enia　sp．＿．．．＿＿＿＿，
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